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i
1
J
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
F
引
台
起
h

一L
た
胤
境
問
侃
宍
、

②
行
為

時
の
科
学
校
（
判
的
妊
M
L
に
よ
れ
ば
原
境
相
パ
自
の
お
そ
れ
が
あ
る
乙
弔
え
い
〆
引
い
て
い
な
か
っ
た
じ
為
に
一
。
る
以
境
損
害
に
つ
い
て
は
、
情

成「
R
U
裁
量
に
よ
り
、
事
業
者
の
莞
用
負
担
rz
ぜ
免
除
す
る
こ
こ
が
で
き
る

一、J
り
品
川
、
）
。
な
お
、
事
業
者
D
a
R
汗
を
拘
保
す
る
U
J

民
ピ

は
、
保
険
制
皮
の
刊
誌
等
、
安
川
市
り
山
昨
保
に
川
崎
山
「
J

司
令
判
ら
か
の
町
山
正
が
必
説
明
」
あ
る
と
考
手
つ
れ
る
が
、
こ
の
引
に
つ
い
て
は
え
体
的

な市柏市内山の
ι1
思
に
は
雫
ら
J
9

二
川
斗
条
肩
〈
C

ひ
じ
官
ー
ま
で
に
別
淀
川
川
告
書
を
ま
2
め、

制
度
川
J

J

工
を
す
る
い
ア
f

：
こ
さ
れ
た

団
体
訴
訟
う
L

の出向
f

川
市
で
豆
安
な
の
は
、
市
民
参
加
と
司
法
ア
ク
セ
ス
に
民
す
る
規
定
で
み
点
る
J

ト
令
指
令
に
よ
れ
ば
、

パ
六
件
を

充
た
す
個
人
中
庭
続
日
わ
れ
は
、
所
管
行
政
庁
に
尚

h
T」山班点
L
、
特
ど
の
杭
判
明
P
T切
る
上
う
安
市
小
し
、
市
管
行
政
庁

争
う
こ
と
が
で
き
る
つ
H

恥
境
賞
作
指
令
心
【
リ
伝
迅
校
で
は
、
叫
一
州
諸
松
去
を
も
た
、
h
し
た
ず
払
人
に
対
し
、
よ
い
え
ま
た
は
必
治
団
体
が
桜
山
古

廷
倍
以
う
を
凶
h
H詰
求
で
き
る
仕
組
人
を
惇
人
す
る
小
川
か
が
激
し
く
争
わ
れ
た
が
、

行
政
行
に
む
す
る
抽
出
出
火
ぷ
と
訴
一
千

上
門
ピ
円

iv？
｝

キ
K
4
自
ト
ト

ー
ピ
通
ノ
て
、
必
の
執
行
に
参
加
ず
る
壮
紺
み
だ
採
用
さ
れ
勺
U

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

来
Y
M
M
刊
む
よ
び
品
協
を
右
す
る
の
は
、
一
辺
環
堺
招
宇
一
に
ζ
り
E
古
川
勝
州
立
を
叉
げ
る
か
、

受
日
る
ふ
お
午
、
れ
の
あ
る
自
然
人
も
〕
く
は
法
人
、

悶
ず
る
意
思
決
｛
任
h
f
l

分
な
利
誌
な
有
す
る
向
快
人
も
方
」
く
は
法
人
、

ま
た
は
－

r）
構
成
同
の
行
政
令
日
市
九
日
小
説
件
t
J

亡
い
る
場
台
に
は
、
権
利
μ
凶
行
を
平
張
ず
る
PH抗、人
v
も
し
く
は
法
人
あ
る
」
「
分
な
利
は
お
ふ
び
権
利
伝
バ
百

の
山
刊
行
列
汁
は
、
作
い

日
告
、
の
た
め
に
L

ま
た
、

環
い
い
担
保
護
を
仰
に
近
し
、
各
自
の
凶
内
法
に
ど
め
一
る
安
ρ
ー
を
充
と
』
1
J
N
心
。
の
判
刊
誌
は
、
必
に
い

に
！
日
サ
な
列
九
日
均
一
有
す
る
も
の
J
み
な
さ
れ
、
ま
ー
～
、

い
う
花
川t
J

／
一
い
民
中
川
さ
れ
い
づ
る
も
の
と
み
店
六
れ
る

条

一心）
n

こ

の資洛叫が引が「
h

は、

オ

i
フ
ス
条
約
や
市
民
参
加
指
令
の
規
定
ζ
ポト

K
J
Tム
円
打
エ

U
J

も
の
と
な
3

ど
い
る
。

参
加
議
お
よ
び
高
権
の
「
共
体
り
町
内
容
に
つ
レ
、
み
る
と
、
品
川
一
に
、
r
f
ー
と
行
成
け
は
、
修
復
市
置
の
内
宗
一
hv
決
定
ry
司令に中
l
h

打、

（！メ人比主手、 cs '1 c,; s cz仁川il8,に



r日

し
し
記
表
作
す
古
L
1
h
一ヤ
1
1

お
」
び
向
パ
」
の
地
に
お
い
て
修
復
措
置
い
？
実
施
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
）
て
、
必
F

J

芯
見
J

込
求
め
、

川
」
政
ー
意
見
守
口
γν
ワ
服
ー
な
け
れ
は
仕
ら
な
い

じ
条
凶
ハ
ノ
〉

J、
円問

持
に
、
上
記
史
件
い
を
允
た
一
ヲ
省
は
、
そ
の
了
牙

TAV山
川
ん
r

同
担
バ
宗
主
菜
ま
た
は
そ
の
危
険
の
切
立
に
凶
ず
J

るすい
ωMM
を
所
管
行
政
庁
内
h

提
出
し
、
ぶ
指
令
に
基
づ
〈
折
置
を
秋
る
F

寸
つ
4
出
水
す
る
権
限
z
ぜ
有
一
9
4
0

え：
' 

。
市
民
訴
加
指
令
が
、
一
丁
に
許
認
吋
主
に
は

環
検
影
響
一
d
慌
手
続
に
お
円
る
怒
川
に
つ
い
て
定
u
y／
て
い
る
の
に
付
し
、
い
一
の
規
定
は
、
間
一
係
市
民
や
環
埼
反
体
戸
二
訟
の
規
制
止
A
J以

請
求
権
主
付
与
d

す
る
も
の
で
7

め
り
、
い
れ

i
環
境
法
に
お
、
げ
る
新
た
な
市
民
参
加
の
怨
引
を
成
す
も
の
と

γえ
る
〈

措
置
民
求
に
除

L
、
関
係
市
民
三
ー
－
は
環
境
以
外
は
、
球
主
｛
小
山
口
に
年
る
2

日
比
J

r

恨
机
一
ハ
刊
行

72品川県ん
4
日
報
お
よ
び
デ

l
J々

J

乞
提
出
す

ソ
叫
必
安
が
あ
る

枯
置
要
求
が
球
目
】
松
山
心
発
牛
に
日
間
る

l
ハ
ん
な
亙
然
出
セ
一
小

L
て
い
る
み
パ
」
に
は
、

所
同
コ
！
行
政
リ
は
、

（同二一収）

ψ
」
設
立
H
ん
芯
よ
び
川
和
問
要
ぶ
に
つ
い
J

枚
一
日
し
、
民
日
山
内
半
世
才
討
に
L
H
山
川
見
陳
述

、
」
と
が
茶
花
刊
山
川

Vら
れ
る

ヨ↓↓可、
J

そ
し
亡
、
所
信
行
政
「
ぺ
川
、
り
及
的
速
め
か
に
、
闘
技
す
る
国
内
法
（
U
規
先
に
従
っ
て
、
品
区
長
求
下
し
た
名
目
ぃ

fdし
、
理
由
デ
ー
付
記

し
た
二
J

え
、
民
求
に
い
ゥ
ν
る
決
定
ま
た
は
民
求
ふ
」
花
〆
い
け
す
る
決
定
ど
通
r
矧
し
な
け
れ
は
～
？
っ
た
百
い

－

J

：JJ
 

戸
川
い
げ
さ

J
h

～バヘ、し

構
成
国
ば

切
迫
、
J

た
相
1
－↓のお
Z

れ
が
存
引
オ
る
場
台
に
つ
い
て
は
、
市
討
を
ど
市
ふ
お
よ
び
事
茶
話
↓
の
4
1
J
U
規
氏

（
ト
h
H佑九
九

川
ハ
・
四
項
）

な
い
；
、
と
が
で
き
る
と
さ
れ
C
い
る

「
同
半
南
（
）
し

持
一
に
、
上
記
史
件
い
を
允
た
一
ヲ
省
は
、
本
品
ム
ー
に
北
川
づ
〈
所
管
行
政
庁
の
は
宏
、
作
為
士
三
は
不
作
為
の
手
続
的
合
法
性
お
よ
び
実

体
的
介
法
性
を
ふ
昌
宣
す
ノ
る
い
叩
問
肌
合
右

γ
る
裁
判
所
ま
だ
は
で
の
他
の
件
リ
か
つ
公
平
な
公
約
機
関
に
L
刊
し
、
訴
え
を
提
起
す
る
権
限
を

有

γ
る

二
条
一
立
て
そ
の
際
、
司
法
ア
ク
セ
ス
お
よ
ひ
審
昔
話
求
リ
川
い
由
に
刊
紙
る
同
九
決
心
掛
〆
止
は
、
本
指
令
に
よ
り
影
響
を
そ

け
な
J

ど
ゴ
ハ
れ
て
い
ザ
G

古
川
一
羽
〕

':k）、仏学1"8 I；叱I6 [2iJCS.弓、



2 

～
佐
川
の
ド
イ

y
の
法
制
度
と
環
境
相
主
法
の
制
定

琉
い
収
支
粁

ζ

い
う
り
誌
は
、
伝
統
的
に
は
私
法
に
司
令
4
3
1

主
役
的
な
相
官
門
前
町
附
m
e
R
粁
を
41日
伴
内

J
一
」
；
る
概
念

私
日
比
下
の
瑞
店
長
打
甘
に
つ
い
て
は
、
川
町
i

ん
昔
、
粁
法
｛

九
九
心
午
制
定
）
が
存
ん
刊
す
る
ほ
か
、
民
法
の
T
h

法
行
為
川
市
に
ヘ
ヘ

条

行
十
が
泊
川
ゴ
ハ
れ
、
各
諮
問
J

作一

に
も
、

f
h

の
規
定
が
泣
か
’
れ
て
い
る

〆
、
、
ノ
シ
オ
／
防
止
法
、
本
管
立
法
等
）

（
本
管
対
法

一九止十）
n

こ
れ
に
対
し
、
公
法
L

の
責
任
（
〈

2
2
3
2
z
r
F
E）

一
般
警
察
牛
い
や
邸
内
法

の
ふ
↓
法
山
胤
！
止
に

｛
連
邦
ド
ト
壊
以
人
工
法
守

トザ
届てョ、、

北
川
づ
〈
責
任

基
本
的
に
、
危
険
防
け
い

公
法
一
心
責
午
仁
は
、

原
同
州
将
台
一
江
と
状
怒
貝
汗
刊
ω
あいいリ、

「
前
十
則
市
置
）

h
コー弘
H
J

レ」

ム
「
イ

（
事
後
日
川
置
）
に
関
す
る
義
務
で
約
一
得
と
す
る
私
H
い
い
の
責
仔
が
原
刊
ん
と
し
て
欣
古
川
ι
尖
ぷ
日
い
い
て
あ
る
の
に
だ
し
、
一
八
円
以

mv
古

H

竹
は
、
一
時
常
、
故
山
に
過
失
を
史
什
J
し
な
い

J

3

〉

、

f

カ
モ

に
イ

y
に
お
い
て
、
原
続
出
山
苦
心
土
黙
紡
止
か
化
三
悶
ず
る
い
制
民
ば
環
境
責
任
問
令
前
か
、
り
十
円
J
4
し
て
い
山
り
、

他
の

E
U
結
成
国
と
比
較
し
て
、
相
対J
的
に
古
川
い
水
準
ー
と
確
保
し
I
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
包
っ
と
も
、
既
存
の
岡
山
門
店
（
U

一、！
F

一、

い」
LU
ド

σ

A

h

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

保
護
対
象
・
常
黒
育
問
、
必
ず
、
ご
ち
指
令
の
内
科
を
す
べ
て
刀
パ

i
L
て
い
よ
人
1

わ
け
で
は
な
く
、
主
主
人
、
市
民
冬
山
や
図
体
訴
訟
に
悶
す

J－＇！る
岐お
思乍
4古 0コ
法さ主
案準
も，＼ ~＇. 
l~ 守主
義？ご
さ「
れ1'た
Yi 

新
た
な
斗
法
凶
作
河
川
v

必
支
で
あ
る
ャ

ζ

は
明
ら
か
で
あ
ー
た
v

子
こ
で

。
一
は
十
パ
ー
一
一
月
ピ

そ
の
後
有
ー
の
修
正
を
何
て

二
O
O
J
U午
I
4
月
に
1

原
峰
山
相
ι
自
の
木
扶
川
川
泣
ひ
汗
化
に
ノ
い
て
の

席目佐川

R
任
に
関
」
J
る
欧
州
議
会
及
む
攻
卓
会
お
ム
ー
の
国
内
法
化
に
関
す
る
法
律
」
が
制
り
に
さ
れ
た
。

ぺ
刈
法
は
、
第

お
「
川
町
時J
同町
ι
古

体
こ
の
ほ
か
、
例
措
款
一
水
管
述
法
改

t
法
」
、
第
一
一
款
ー
述
店
斗
列
記
体
護
法
改

tt比
l

お
よ
び
第
内
訳
一
地
行
規
定
」
か
ら
総
成
ゴ
ハ

れ
る
。
水
管
立
法
と
述
，
刊
行
一
扶
一
転
護
法
の
改
正
で
は
、
水
域
サ
の
役

At
・
お
傷
一
川
市
汁
容
を
斗
ハ
体
化
し
、
必
要
な
浮
化
倍
川
由
の
京
準
を
定

止
る
刷
工
ー
也
生
守
山
町
付
設
け
ら
ー
れ
た
し

（！メ人比主手、 cs '1 7; 7 cz仁川il8,にj



r日

珠
山
明
間
関
害
一
ぺ
の
枕

2、
と
特
徴

J、
円問

同
州
比
れ
す
山
相
公
口
法
の
佐
山
手
ゴ
け
L

一
構
ぷ

環
崎
県
hL
口t
仏
は
、
川
町
境
問
ペ
パ
中
川
の
未
枚
、
防
止
令
川
町
化
に
河
ず
る
一
枚
的
な
枠
組
み
を
定
め
、
他j
の
作
伯
作
会
祐
完

rJる
法
律

cあ
る
。
池

の
連
日
比
ま
ト
、
は
州
の
法
規
が
原
崎
県
ι
よ
口
法
の
ル
小
中
以

τ
の
義
務
し
か
え
い
の
て
い
な
川
場
合
に
は
環
境
挑
ん
L
口
氏
が
迎
用
さ
れ
る
が

一
文
）
、
よ
り
ぷ
防
相
、
ぺ
定
止
が
他
の
法
規
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
規

L
U優
先
湯
川
刷
、
戸
、
れ
る

向

環
境
刷
出
筈
の
防
止
浄
化
仁
成
ず
る
最
低
来
品
I
t’
止
め
に
い
が
引
的
規
定
で
去
り
、
媒
体
こ
と
心
部
門
法

店
下
ι川
、
山
内
寸
哉
、
ヒ
マ
が
各
論
規
定
に
当
た
る
へ
ま
た
、
同
氏
は
、
球
境
目
耕
一
半
日
LUdす
る
公
法
ム
心
主
任
JYPむ
め
た
も
の
で
め
い
ノ
、

ロ甲山主斗訟は、

へ
本
位
一
川
町
法
、
連

J主
}( 

r~ 
l云 19:
等 11
力、 .f{J"
l白ノ」
111 ;±; 
；＇等
れに
るよ立J

~. 
~ 

U、

古

川
象

" 

' 

ぞ
れ
収
、
広
J

ぞ
む
清
水
に
つ
い
て
は
、
従
来
比

η
、

日仏台、環
境
損
ど
［
p
f

山
て
は
、
第

之
、
球
出
ね
＋
ギ
円
、
U

祝
念
規
定
か
芦
か
れ
と
い
る
が

そ
の
回
、
体
的
山
川
芥
に
つ
い
て
は

部
門
店

長

I
3
4苦
悩
す
る
ノ
笠
人
が
ほ
ら
れ
て
い
る
v
h
M一
一
に
、
池
山
J
何
回
日
入
こ
め
る
ム
一
条
ご
は
、
呈
地
矢
亥
任
が
凶
［
目
さ
れ
る
業
感
心
ぷ
仙
川
上
y

故

意
・
過
に
対
立
川
川
が
一
吋
弔
さ
れ
る
業
務
上
の
ジ
刑
制
の
範
囲
が
一
わ
さ
れ
て
い
る

Pτ～ 
ケワ

包」

阜

H
H
r
一
必
口
の
亥
務
に
つ
い
て
は
、
情

hw討
伐
義
務

（
悩
条
）
、
危
険
防
！
義
務
〈

4
h栄一一、

浄
化
義
務

ニハベ品宋）

に
分
け
て
矧
た
さ
れ
て
い
る
」
第
判
に
、
立
任
諸
に
英
仏
仰
を
履
行
手
吋
る

ど
め
の
出
川
包
行
政
斗
の
峰
山
限
ば
ぷ
六
に
広
め
ら
れ
て
お
り
、
必
宇
／
な
浄
化
作
者
の
門
詳
は
、
昔
、
任
者
と
わ
政
庁
の
父
渉
で
決
定
予
れ
る

（
八
条
）
。
第
五
に
、
義
務
続
行
に
必
要
注
抗
置
に
係
る
質
問
川
は
、
原
則
と
し
て
責
仔
若
が
た
担
す
る

（
九
条
コ
第
六
に
、
同
州
係
ー
人
と

わ
｛
疋
の
り
世
件
h

を
光
子
出
州
出
団
体
は
、

洋
化
治
巾
一
の
決
定
に
参
加
し

へ
八
条
）
、

行
政
川
に
対
し
作
品
八
付
請
求
ん
で
す
｝
白
こ
と

p
cき
る
一
以

か
二
（
玉
木

令
法
的
状
尚
法
の
廿
地
棋
に
草
川
つ
く
川
体
訴
訟
も
認
め
ら
れ
て
レ
る

一
条
）
。
第
七
に
、
P
A
S
V羽
セ
越
え
る
事
件

ふと
汁亡

':k）、仏学1"' Ii 8） 汚［2iJCS.弓、

環
境

身
体



ア」一
J
r

、
rー、中点、

j
y
J
l
w
｝

l
t
 

関
係
行
政
庁
の
協
h
H義
務
引
’
ど
め
ら
れ
て
い
る

* 

2 

同
州
比
れ
す
山
相
誌
の
う
い
ω
山
町

環
崎
県
hL
口t
仏
は
、
川
町
境
問
ペ
パ
中
川
小
…
は
に
充
生

L
て
い
る
場
合
ζ

そ
の
古
後
約
な
危
険
が
存
在
す
る
場
ム
円
」
／
対
象
と
す
る
口
本
法
に
ど
っ

環
山
恒
ぃ
呪
A

ム
口
：
は
、
川
原
域
古
汗
品
川
人

yr
同
様
に
、
小
川
生
物
祖
宅
中
仏
地
、
ぬ
本
域
、
一
ゆ
上
総
に
は
す
る
損
害
に
限
定
さ
れ
る

号、
u

そ
の
際
、

々
オミ

外
1

州判折叫・

4
H地
2
水
域
に
つ
い
と
は
、

リ
必
司
自
然
保
一
技
法
と
水
む
！
坪
法
ケ
改
正
し
て
お
宵
概
念
を
え
体
り
引
か
つ
限

定
常
に
｛
て
許J

本
法
で
、
ア
れ
を
参
向
す
る
守
ゴ
ん
を
採
用
し
て
レ
る
c

お
よ
び
ロ
ポ
傷

互
に
、
本
法
に
い
う
損
害
（
江
戸
一
正
午

2）

と
は
、
曲
一
伝
的
ま
た
は
間
接
的

L
4
じ
る
J

七
然
資
悦
（
位
、
｝
一
川
一
一
心
中
必
雫
問
、
水
域
ー
お
よ
ひ

の
狩
’
ti刈

能
川
市
悪
影
響
ま
土
は
ー
一
然
資
源
む
後
能
心
法
去
を
い
う

ノr
升ミ

一
J

H
Y
U
J

～
 

日
斗
ハ
体
的
H

み
る
と
、
山
祝
日
祖
国
情
宇
心
弟

の
類
型
は
「
注
目
白
然
保
護
げ
い
こ

は
タ
ふ
り
甘
邦
準

く
栓
お
よ
び
日
然
の
中
広
空
間
の

E

け
片
付
じ
い
旬

J
4し
1

で
の
る
η

お
も
境
損
（
＋
パ
法
の
制
定
と
い
川
時
た
利
七
日
目

一
a
条
は
、
一
一
祁
ま
に
は
作
の
白
然
保
議

り
れ
L
L
尚
一
邦
凶
状
似
日
視
点

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

法
に
〕
O
L

り
♂
剖
仙
川
リ
を
同
一
ぇ
け
台
以
山
動
に
よ
る
3
0
心
古
除
き
、

1

極
お
よ
び
白
然
の
土
つ
山
内
一
闘
の
良
一
む
な
維
付
状
態
の
達
成
・
却
H
U
へ
の
雫
一

（
項
）

大
な
悪
影
響
日
品
川
境
指
半
一
法
に
い
う
損
傷
と
、
〕
て
定
義

ν
て
し
プ
リ

4
ァ
条
小
一
川
巧
象
と
な
る
怒
お
ふ
び
自
然
の
た
i

｛
一
見
空
間
の

R
U
の
当
証
t

域
保
護
指
令

をナハク

mfず
る
形
で
限
定
列
挙
さ
れ
て
お

和
問
は

乙
一
町
山
局
保
護
指
令

（
司
二
項
・
一
二
項
づ

や
や
わ
か
り
に
く
い
構
造
〈
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
、
叫
指
令
に
よ
り
保
状
局
さ
れ
て
い
る
も
の
が
汁

り袋
二
ぽ
り
、
従
来
よ
り
も
生
物
グ
労
様
相
似
有
内
心
強
化
か
河
川
ら
れ
一
に
い

ま
に
、
損
ハ
刊
の
一
重
大
性
i

どけ
ω
味
に
つ
い
て
は
、
環
境
古

任
指
令
の
ぷ
準
会
一
ぷ
J
T
d
L
て
、
そ
れ
以
川
の
伏
能
、
と
の
比
較
引
決
す
る
？
も
の
こ
、
予
れ
、
述
辺
白
然
保
認
作
一
に
は
、
通
1

品
重
大
な
影
響
で

は
な
レ
と
、
づ
、
れ
る
崎
市
町
／
υ
、ν～列
w
や
さ
れ
ど
い
る

一日川
1
い一山（」
C

（！メ人比主手、 cs '1 9; r; cz仁川il8,にj



r日

環
坑
関
与
法
の
対
象
！
と
怠
る
バ
意
地
ピ
は
、

環
境
頁
伴
指
～
と
川
稔
に
、

生
態
一
成
保
設
お
〈

p

応
熱
保
一
夜
指
令
で
明
小
さ
れ
て
い
る

保
守
近
区
域

J、
円問

η
J
U
切

i
l

〆
U
I
l
r
l

i替
在
的

な
は
フ包

閣；5
る

合主・;, c~ 

h iメ
z与leh主

従
コ
】亡

た
ま
た
ま
そ
の
区
域
で
業
務
上
の

r山
此
を
行
っ
て
い
た
事
業
者
は
、

保
護
さ
れ
た
牛
物
埼

（鳥類川県
j

）
が
時
的
に
安
を
一
口
先
に
保
設
灰
域
外

r
X
2
4
2
2
 

円
ソ
忘
A
L
Y

、

r
f
t
x
 

の
定
め
る
義
務
を
た
う
可
花
牲
の
あ
る
溶
在
的
義
政
何
軒
こ
い
う
こ
と
に
な
る
ハ
し
か

L
、
通
常
、
指
先
仮
設
忍
域
れ
て
は
、
そ
も
そ
も

町
山
設
対
象
こ
日
る
精
一

υ一
河
在
リ
ス
ト
ト
f

存
在
し
な
い
。

τの
た
め
、
実
際
に
は
、
厳
境
長
小
析
の
八
疋
午
、
に
Z

の
原
凶
（
同
県
持
係
）

末
扶
“
お
止
措
置
や
浄
化
州
民
正
安
否
お
よ
ひ
干
の
ハ
ヘ
2

1
を
法
｛
心
す
る
日
｝
J
は

加一

で
さ
也
、
一
む
と
主
な
J

！？と

γ〕
内
ー
が
指
向
さ
れ
c

J
心ー

l

J

l

J

I

l
－－

i
1
I
1
1
、

fIJJ

内

｛

，

町
は
市
川
排
却
で
あ
り
、

u
J
t
J
t
表
務
省
山
内
、
一
比
百
行
攻
庁
、
川
、

第

mu
額
出
店
は

水
管
理
伝

今
阿
の
改
一
r
v
h

よ
円
、

a
条
の
民
干
に
基
づ
く
水
域
の
転
出
向

で
あ
る
コ
水
管
理
訟
二
一
氏
条
も
、

新
た
に
設
け
ら
れ
た
規
定
て
ゐ
る
戸
余
L

よ
じ
れ
ば
、
求
心
お
混
と
は
、
心
地
表
水
域
主
し
く
は
人
l
点
滅
の
生
怒
学
的
化
学
的
な

、
③
人
i
的
若
し
く
は
一
昔
し
く
改
寂
さ
れ
た
地
去
水
域
苛
し
く
は
人

i
b小
誠
心
ヨ
民
学
的
必
ポ
テ
／
ン
ャ
パ
川
右
し
く
は

化
学
的
な
状
札
日
h

F

A

口勺）、

E
f
i：
ー
ノ
ヒ
；
j

i－
－
ヘ
担
当
ヘ
J

Z
1
7
Jト；、品川

1
4
c
f
ι
寸

O
J
f
く

J
k
r
E
自
花
山
一
一
一

へ
、
り
卓
犬
山
田
山
支
那
口
ど
い
人
ノ
｝
そ
一
り
問
、
お

一
の
泊
J

川1
1

）
以
八
九
は
り
、
環
境
慣
字
決
い
も
、
山
品
川
B
坪
法
に
も
、
原
境
責
任
指
令
に
4
、
重
大
性
の
基
準
が
ん
む
め
ー
つ
れ
て
い
な
い

J
れ
枠

の
ぷ
日
分
断
明
る
み
奇
病
し
vL
決
定
「
ぺ
戸
三
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
が
、

2

一
態
系
山
加
害
の
場
ム
円
と
同

組
指
令
（
R
L
C
｛）－＼
E
C＼

E
U

τ
実
際
に
は
税
境
問
相
宇
け
の
出
ハ
ア
牛

は
白
い
か
ぐ
心
的
心
人
中
？
と
一
小
き
う
れ
し
』
い

第
二
の
類
川
r
は
「
物
質
、

む
機
休
ま
た
は
破
牛
物
を
設
の

l

ボ
ま
に
は

ι二
百
接
的
士
九
／
一
は
閣
常
的
に
は
り
込
む

化
A
円物、

／
）
に
よ
り
引
き
起
、
一
さ
れ
、
か
っ
、

人
間
の
一
位
康
に
刈
一
9
る
危
険
を
引
き
起
、
」
一
G
J

ょ
う
九
弘
、
連
邦

i
挟

保

九

法

条

－

H
に

い

う

民

の
巨
医
者
に
よ
る

i
撲
の
田
市
傷
l

で
あ
る
u

洋
一
ぷ
土
泌
保
全
体
…
に
ジ
つ

i
決
綴
誌
に
は
、

一
人
間
、
動
植
物
等

η
生

十仔
t

慌
と
し
て
の
機
能
叫
J
1
3
J
U然
・
文
化
法
岸
の
保
存
場
所
と
し
亡
の

九
印
冶
引
州
い
川
刷
工
の
機
能
「
原
料
ぃ
些
一
、
F
1
斗
－
地
と
し
て

本
汁

取人法学l日 （＇. iO; iO [2iJCS.弓

の
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の
機
山
ド
主
一
〆
が
あ
る

二
一
条
二
項
）

ほ一」お
L

一一円ア
t

ま
た
、
法
邦
土
液
保
全
法
で
は
、
「
主
主
一
〕
な
r

一
境
変
更

と
い
う
概
念
日
ず
用
ソ
レ
J

れ
一
に
い
る
が
、
そ
の
土
石
川
は
性
蕊
川
間
生
け
の
危
険
の
あ
る
場
台
仁
限
つ
れ
な
い

J

円
一
一
点
一
、
」
れ
に
什
ツ
弓
垢

峰
山
相
言
法
ー
の
議
損
害
概
念
は
、
沖
盟
系
や
水
域
に
係
る
山
飢
守
い
と
は
川
＋
ハ
な
り
、
人
司
の
健
1

棋
に
汁
一
i
q危
険
を
川
引
き
起
こ
し
て
い
る

ぬ
ム
口
に
限
定
さ
れ
7
1

一
い
る
。
こ
れ
は
環
境
責
任
指
令
の
概
念
を
そ
の
ま
ま
用
、
h
J

も
の
と
あ
る
が
、

一ね〕

訟
を
有
一
q
’
る
た
め
、
川
原
域
認
申
γ
川
法
に
お
い
て
、
独
－
寸
の
概
念
規
定
ぷ
託
行
ら
れ
ト
、
も
の
で
あ
る
ハ
能
楽
被
害
の
危
険
の
ム
竹
知
、
は
、

非
対
土
決
保
全
法
は
よ
り
広
い
お

口一八日体

ydι
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
伊

環
境
責
任
指
八
J

で
は

リ
ス
ク
許
価
手
続
古
川
い
川
用
！
と
判
断
す
る
f
と
が
引
受
さ
れ
て
レ
る

へ
前
文
仁
昌
明
示
／
問
）
じ

3 

透
川
川
町
M
m

た
I

）
グ
い
に
基
づ
く
玄

ιを
わ
ハ
つ
の
は
、
業
務
！
の
活
動

JFつ
い
、
ま
L

は
決
定
し
、
か
つ
、
そ
れ
山
よ
け

ιャ
い
情
的
な
川
町
山
祖
国
情
士
ま
た
は

田
知
主
口
の
凶
接
的
以
危
険
を
「
J
J

き
起
と
し
た
ム
円
以
ぃ
人
ま
L

ん
は
法
人
で
あ
る

一
r
h
A

一口勺）

」
、
り
斤
に
は
、
業
務
ト
の
治
刑
判
の
出
認
可
（
U

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

保
持
苦

通
知
者
J
U
生
ま
れ
る
じ
業
務
ー
の
治
動
と
は
、
そ
れ
が
私
的
な
も
の
し
P
公
的
ー
ナ
れ
の
か
、

ま
た
常
利
的
な
性
質
を

L
1
3却し
m
’
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

バロυ的
J
ザ
刑
制
、
掛
門
業
寸
前
勤
ま
た
は
苧
立
川
吋
助
の
枠
内
三
行
わ
れ
る
あ
、
い
ノ
ゆ
ゐ
活
動
を
い
h

つ

三
条
問

号
）
ロ
な
お
、
拡
散
性
の
υ勺
染
に
担
河
ず
る
瑞
脱
却
、
A

市
主
た
は
マ
て
の

fR孜
的
な
危
険
に
つ
い
て
は
、
山
相
ι
自

ζ

悩
々
の
支
打
廿
討
の
斗
山
政
、
ニ

の
同
刊
の
討
果
関
係
を
確
定
」
ヨ
司
令
、
」
与
か
で
き
る
場
合
に
の
み
、
本
法
が
泊
尽
さ
れ
る

の
司
コ
ど
め
り
、
土
地
玩
有
者
ζ

し
で
の
責
任
「
状
能
川
京
行
）

一
条
凶
唄
）
〉

刊

K
J
亡
、
本
法
の
一
刻
家
ζ

は
る
昔
、
ペ
ー
は
行
為
点
任
へ
原
因
者
責
勺
l

）

人
同
ま
れ
な
い
。
ま
に
、
本
法
が
川
尻
山
止
す
る
の
は
、
川
内
法
｝
け
ι日
汗
へ
警
察
責
任
J

一民）

の
み
と
あ
り
、
私
法
i
什
ー
～
宣
正
｛
河
川
宇
ハ
賠
償
責
任
） 10' 

)JU は
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r日

本
法
に
い

ー
戸
絞
的
な
危
険
と
は
、
球
境
山
畑
中
日
U
近
い
が
い
市
山
に
発
止
す
る
十
分
な
蓋
似
性
吹
告
味
ず
る

ご
叫
ん
斗
昇
二
乙
ぷ
次
い

片
山
菜
づ
く
作
者
を
詐
じ
る
た
の
に
は
、

紋
警
察
法
の
山
川
印
刷
に
せ
市
づ
い
て
、
環
境
問
料
代
ま
た
は
そ
の
向
険
が
伺
子
方
の
業
務
上
心
行
為

J、
円問

に
芦
ム
t
y
J
起
珂
ず
る
宇
一
／
一
を
「
仁
政
川
の
聞
が
託
明
ー
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
柏
市
国
者
で
あ
る
一
日
司
法
性
カ
あ
る
と
い
つ
だ
け
で
は
不
分
で
あ

る口
J
も
っ
こ
？
》
b

、
引
県
境
担
小
ギ
ハ
件
、
は
、
込
÷
尽
一
か
つ
有
効
な
川
町
民
U

円
台
の
危
険
防
汁
中
目
的
と
す
る
も
の
て
あ
る

η
ら、

ノれ政
1

川
「
心
ム
J

J

へは、

覆

γ
こ
こ
り
で
き
な
い
し
払
号
以
械
女
性
J
V
と
も
三
i

、
囚
染
問
係
争
一
証
明
す
る
こ
い
う
こ
、
〕
ま
で
安
件
こ
す
る
も
の
で
は
日
い
u

v
仏
米
の
整
一
『

祭
法
の
原
到
し
〈
日
係
に
、
寄
り
M

抗
手
清
か
ら
、
山
県
湾
f
昧

p
k什
と
す
る
2
い
う
結
論
を
止
当
化
「
る
よ
う
な

4
1八
な
徴
衣
か
一
認
め
ら
れ

る
υ
引
八
月
け
で
↓
的
、
れ
ば
ハ
刀
で
あ
る
と
さ
、
れ
て
L

ド
ぉ
、
引
弘
法
一
（
山
♂
主
任
に
つ
い
て
定
め
る
環
い
収
支
亡
訟
で
は
、
危
続
支
日
い
い
に
閉
山
す
る
控
γ

ル
い
ほ
｛
止
が
置
か
れ
て
い
る

ハ
条
て
こ
れ

こ
J
J
i

b
－今メ

1
L

キ
訟
で
は
、
去
の
極
C
f
u

－－4玄
任
心
一
散
和
奴
｛
ヒ
は
直
子
れ
て
い
は
い
へ
そ
の
埋
止
は
、

任
務
遂
行
に
際
し
、
「
て

J
Z
「
之
、

f
E
「
（

問
の
紋
宝
若
が
行
使
で
き
二
い
よ
二
な
古
川
格
的
権
限
E
K刊
し
て
い
る
か
ら
で
町
一
る
と
さ
れ
て
お
り
、
わ
ー
っ
談
業
務
活
動
を
計
七
誌
叶
し
た
路
r

一ど

の
資
料
寺
、
行
政

F
絵
山
二
六
粂
一
取
り
定
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
］
段
ー
ピ
川
市
い
え
調
む
を
行
う
こ
と
が
波
詰
さ
れ
v
ふ
υ

し
か
し
、
実
際
山

は
、
流
出
帆
性
の
一
出
明
は
存
易
さ
は
な
い
と
の

Mm掩
も
な
さ
れ
て
し
か
c

庁
八
に
、
場
境
責
任
指
令
と
問
何
件
、
木
法
に
よ
一
っ
く
責
任
は
、
ん
川
過
失
責
任
と
欣
玄
・
過
失
主
任
か
ら
一
次
る

一
矢
↓
問
、
）
（
三
年
過
失

告
一
粁
が
消
尽
さ
れ
る
の
は
引
去
に
お
げ
る
業
務
！
の
治
動
で
あ
れ
、
そ
れ
以
れ
ー
の
業
務
卜
の
イ
山
此
の
場
合
〈
第
次
広
告
会
r
－
に
つ

い
て
は
い
川
主
主
ナ
ん
は
過
失
が
安
作
乙
さ
れ
、

記
法
ー
の
い
R
粁
安
玄
が
導
入
さ
れ
て
い
r目
。
別
表

統
品
門
的

に
列
挙
き
れ
て
い
る
の
は
、

汚
染
防
止
問
刊
指
令
心
出
り
対
象
f
」

3
れ

E
V
Z曲
川
上
町

（
冬
一
幹
ー
し
場
合
玄
室
士
、

二
疋
の
持
棄
物
特
刊
円
、
水
域
へ
の
封
切
水
、
有
者

化
リ
p
f
物
即
日
り
製
μ
己
・
使
用
、
中
山
伝
ナ
操
作
刊
誌
寸
で
あ
る
n

連
川
白
然
保
説
法
で
は
、
従
来

ど
の
林
菜
、
農
業
、
治
業
百
九
州
円
以
、
叫
国
扶
…

に
は
心
た
ら
斗
戸
市
レ
と
X
ト
れ
亡
主
乙
う
た
た
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探

施
耳＇l

必ニ
改 J[l
長
Hτ 
の丹
時：~

T主
·~ !± 
ちの
環日
上克 ~ 

iB ＇モ
を」
i, i1 

らり
し討
ナ〉子

五 二者
】ー

；ゴ、三
H 

y宰 f千
Ii＇.の
き言 If: 
t% ノ、
をを
日吉

ザ＇:i":
可す
す在 る
件J、 J之
主っ it 
るl市立
例
え

過
度

YJ 

二
八
条
二
羽
・

ヨ
お
、
川
い
が
此
力
紛
人
V
＼

mbu阿
久
車
C
T
m

の
川
口
弘
幸
象
、
小
）
幻
f
力
、

の
王
司
ー
的
予
臼
際
的
な
宏
九
保
障
で
あ
る
ぬ
ム
？
？
、

の
唯
一
の
は
約
が
は
然
災
芹
の
防
止
で
あ
る
ふ
う
な
J

日
致
、

mw十
弘
法
に
列
挙
さ
れ
に

J

止
の
粂
約
が
品
用
さ
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、

木
法
の
泊
川
が
除
外
さ
れ
る

へ
一
条
二

11r
－

h
羽
（
）
。
主
た
、
球
出
吉
正
舟
令
の
区
内
法
化
り
N
U九
州
版
刷
へ
二

cfノ♂一
trmhr，
一
（
心
円
川
1
A

前
）
に
月
じ
た
お
宝
口
や
、

川
出
・
手
抜
か
ら
一
戸
J

年
全
ぷ
え
る
向
山

m
m
H打
返
し
て
パ
北
川
汁
［
た
沼
山
告
に
つ
レ
で
も
、

ギ
法
は
透
川
、
メ
れ
な

レ
（
一
一
一
久
木
J

－

4 

責
任
者
の
表
務

環
J兄

I員
ゴ三

井
〆コ

ヘ
？｛ 
｛ヱ
者

れ J主
") j°;) 
G） ；土
晴、

手む
務①

を：杭
;t；、苧i
F半品I
上供
、義

l肯 t年
授、

に（；出
履 fr;,
1r F主
し紡

；テ義
れ長7
G芝、
な＜Ji
っ河
なイヒ
いせ ,it
務
所で
管あ
{j 0 
』文
）＇，当

者

~，2: 

の
命
令
の
ん
汁
畑
山
引
か
わ
ら
す
、

日
」
れ
、
り
の
義

ドfゾG）環境相害：そとド売中；，，，，，

殺
の
履
行
を
長
慌
v
二
そ
の
履
行
pf
命
、
〕
る
こ
と
け
小
で
き
る
｛

tN完）
V

ゅ
の
際
、
行
政
庁
に
は
行
為
裁
一
室
い
か
認
め
つ
れ
て
お
り
、
に

刷
川
原
則
を
考
慮

J
て
、
い
か
仕
る
措
者
J
T
L
r
る
べ
さ
か
な
命
、
ご
G
こ
と
と
な
る
戸
ま
た
、
行
政
け
は
、
連
邦
お
ぶ
び
川
の
行
政
執
行
法

の
胤
止
に
基
つ
い
て
、
義
務
の
隠
訂
人
V
－W
日
制
削
し
、
代
執
行
を
ず
る
守
｝

l 

情
報
提
供
会
内
務

ー山

m境
沿
舎
の
芦
接
的
伝
危
険
が
J

什
仕
し
、

本
法
四
条
は
、

ま
に
は
環
境
冷
害
が
受
キ

L
～
場
台
に
は
、
吉
正
者
は
、
川
管
行
政
汀

に
対
し
、
ナ

η
ヂ
析
の
か
J

べ
て
の
重
民
な
諸
州
内
問
に
つ
い
℃
、
起
滞
な
く
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
は
い
l

y

し
定
め
て

ρ
る
。
環
境
責
任

ν
いは、
J
R
じ』

抗

れ

／

日

；

の
心
情
ん
口
に
分
け
て
古
報
公
位
J

義
務
規
定
JE
置
い
ご
い

未
然
一
W
J正
義
務

十！？

項
〆
と
浄
化
義
務
、
川
六
条

再Pl
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r日

ザ匂、
mr

は
、
一
一
れ
乞
一
括
、
い
て
p

し
め
て
い
る
c

こ
の
足
立
は
、
支
任
者
が
川
県
境
問
中
の
一
党
止
土
台
目
そ
の
危
険
を
知
り
W
M
るヤ

J、
円問

放
的
な
力
的
力
議
務
を
具
体
化
1

〕
た
う
も
の
で
あ
る
け
市
一
粁
者
は
、
時
様
相

一山初、

市
？
け
の
危
険
が
防
土
さ
れ
、
組
合
、
か
作
化
さ
れ
る
ま
で
、
戦
続
的
伝
情
服
従
供
義
務
を
負
う
」
こ
の
義
務
心
夜
行
を
山
市
川
W
F
る
た
め
、
行

と
を
し
ず
一
般
こ
し
て
、
行
政

f
続
法

開
条
、

0) 

政
川
リ
は
、
責
任
者
に
刻
L
、
照
段
四
月
山
口
の
直
接
的
な
危
険
、
そ

、
ま
ん
ー
は
発
生
L

の
ふ
一
己
討
怖
に
対
す
る
あ
ら

ゆ
る
必
波
な
情
報
、
デ
ー
タ
M
W
J

の
提
μ川J
V
と
命
じ
る
戸
一
と
お
↑
ど
き
る

以
条
二
項
口
三
U

危
険
防
止
義
務

本
法
j
条
は
、

ぷ
州
内
世
山
中
山
吉
心
情
接
的
な
危
険
が
存
在
す
る
場
合
に
に
山
、
責
任
有
は
、
完
治
た
く
必
長
以
ト
ポ
然
川
止
措
置
を
講
じ
な

い
と
（
芯
め
こ
い
る

個
別

"" 
ll'J 

4主

さ ！fl
れ秩
主〉九日 1チ

責お
打よ
者び
が与
法棒
切部
j,iy l去
筒：む
をこ5
杭然
レコ Cコ
な !rj<,
L、t:lj
2長主
合ほ

自ヲ

メL

~） 

も
C) 

c 

一
一
の
時
ー
辺
は

日
川

あ
り
、
？
と
C
5
4周
お
よ
ひ
月
碍
は
、

γ
h
r
u
d
l
7
t
j
p
h
、
必

ドノ

f
l
j
E
j
l
L

中H
k
u
M止
机
置
を
ム
叩
？
ゴ
匂
こ
と
が
で
き
る
一
じ
条
二
以
一
号
J

F

一

:J 

浄
化
義
務

本
法
え
条
は
、
球
境
旧
制
牢
が
位
九
ι
ヶ
ー
し
た
場
合
、
日
任
者
は
、
必
誌
作
品
損
￥
一
拡
I
ハ
防
じ
措
山
岳
お
よ
び
八
条
に

ttり
必
安
な
九
九
措
置
を

栓
件
）
よ
斗
l

l

J

ふ
f
h

コ
匂
小
、

一f
、
f

；
才
t
f
1
6
f
l

cい
る
v

責
任
ア
J
M
J
岨
切
な
捨
宣
を
伐
ら
な
い
場
合
、
川
管
行
政
げ
は
、
必
妥
な
搭
去
を
命
v
J

る
こ

／
）
パ
わ

μ
三
ぎ
L
岬

hv

川、一一円す）。

八
条
同
一
に
よ
れ
J

以

所
管
行
政
干
が
必
裂
な
浄
化
ー
ド
旦
ー
や
一
日
ロ
講
じ
な
か
っ

台（

hu者
は

川
市
寸
法
の
ぬ
だ
に
蒸
つ
い
て

出
比
小
本
さ
れ
る
浄
化
冷
怖
を
訳
ん
H
L
、
所
信
行
政
リ
に
u
九
州
し
て
承
d
J／
一
符
な
は
わ
れ
ば
な
ら
な
い
n

日

γ
れ
に
刈
し
税
境
摂
円
の
仇
険
防
止

に
際
し
と
は
、
迅
速
な
刻
忠
が
求
吟
ら
れ
る
こ
と
や
河
山
に
、
承
認
手
続
は
え
務
川
げ
ら
れ
て
い

－
山
公
一
］
行
政
庁
は
、
日
別
部
門
法

h
v

亡
、
＋
支
給
さ
れ
る
マ
古
川
浄
化
抗
出
の
植
法
お
よ
び
ィ
担
当
に
つ
レ
C
決
定
す
る
、
ア
こ
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げい
i
h
h
r
h

川、
ht

二明、
t
pて
の
た
、
依
砲
の

f
2ノ
ピ
市
民
山
手
ノ
山
手
川
町
を
は
る
一
一
と

八
条
阿
南
引
、
て
所
月
弘
行

る

政
！
川
は
、
叫
小
司
パ
H
h

附比刊仏を山い寸
v

る
こ

t
Y

む
旬
に
は
、

Pf政
一
十
続
川
件
円
八
条
m一
甘
治
砧
吋
川
に
よ
り
、
聡
聞
の
機
ん
古
い
和
マ
い
れ
い
Udさ
れ
る
ο

ま
た
、
山
叫
、
数
の
環
域
山
叫
宝
口
2
い
十
行
ん
刊
、
〆
、
必
佼
な
川
け
化

川恒川由
zγ
司
一
同
に
執
る
こ
と

p
c言、
hG
い
場
ム
ロ
い
は
、
一
庁
よ
ヤ
？
↓

l
i
j
Jん

J
キ小、

日
干
r
f
f
L
V

治
刻
、
弘
、
ム
ロ
扶

η川
サ

恒
々
の
川
県
域
灯
台
事
例
日
一
位
類
、

程
位
、

キ
り
控
糾
い
お
よ
び
人
間
の
健
棋
は
対
ず
る
リ
ス
ク
キ
一
等
産
し
て
、

山
一
町
化
治
旦
一
の
午
引
を
定
め
る
に
さ
れ
て
川
る
♂

f
、各市一一一
U
4
1

1 

貸
出
J

日円相

ド
口
注
者
は
、

木
伏
…
附
止
、
長
害
拡
γ
ヘ
防
止
お
よ
び
浄
化
の
た
止
の
費
削
主
治
川
刊
し
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
叩

（
九
条

主
l
：
ニ
ー

l
j
日
2
1↑

山
明
）
コ
被
わ
似
の
吉
（
山
川
者
が
存
と
す
る
場
今
に
は
、
義
的
分
心
角
宛
人
で
み
令
よ
か
γ

台
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
川
条
一
一
点
心

例
に
上
り
、
相
L
H
L
求
問
仏
を
ム
U
す
る
c

求
償
権
心
持
制
は
原
川
町
ー
と
［
て
一
イ
で
あ
旬
、
結
信
義
務
を
仏
貝
、
つ
者
Evd見
知
で
き
な
か
コ
P
J

場
合
で
も
机
置
の
終
了
か
ら
一
つ
ι
て
計
滅
す
る

へ
叫
条
一
一
取
）

戸

F
A
N
括
支
ιい
出
恒
い
令
の
国
内
注
化
の
～
一
め
山
必
裂
な
費
用
、
費
川
市
／
世
除
、
口
よ
び
費
用
慣
同
町
二
悶
し
ー
は
、

H
い
い
で
定
め
る
こ
と
と
手
れ
て

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

（
ん
久
両

取

f
人
一
じ

の
玄
任
者
に
つ
い
て
環
境
主
任
指
令
の
能
川
出
内
で
が
HAIハ
名
、
同
刑
、
参
照
川
）
賢
一
間
免
除
必
乏
を
霊

o
p
 

、ー’
D
L
Z
 

' ' 
る

く
か
否
し
ど
品
、
川
川

市
民
参
加
と
凶
件
訴
訟

本
十
一
二
、
は
、

色
か
［
兇
ぎ
つ
よ
む
U
U

へμ
ν
日
り
安
了
、

j
i
j
t
J
；
i

l

i

j

z

l

l

 

一
枯
い
鎮
の
巾
民
参
加
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
n

一
つ
は
行
政
は
が
沼
化
泊
巾
胞
を
決
定
ず
る

ぬ
ム
口
の
参
加
で
あ
れ
、
も
う
一
つ
は
、
／
山
政
J
が
適
切
な
山
抽
出
を
執
ら
な
か
っ
U
J

場九
T
つ
れ
為
請
求
権
で
お
｝
白
。
ま
こ
、
参
川
叫
権
を
訂

ず
る
蕊
引
刈
体
に
は
、

同
時
に
茶
、
点
了
法
町
政
べ
川
法
に
立
川
つ
ノ
＼
団
体
一
舟
訟
が
認
め
ら
れ
と
w

る
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ム

浄
化
帯
情
の
決
定
に
閃
J
1
る
忍
／
か

r日

ま
ず
、

浄
化
行
山
肝
心
決
之
に
つ
い
て
は
、

文
に
お
い
て

ふ
小
法
八
会
凶
凶
明

「
所
管
行
政
は
は
、

本

法

ハ
J

弘
氏
に
立
川
コ
く
巳
ヰ
問
権
を
む

J、
円問

ず
る
関
係
人
お
よ
び
川
体
に
対

L
て
、
マ
f
p
心
さ
れ
る
浄
化
桁
震
に
つ
い
し
伝
注
「
プ
？
二
三
本
片
山
、
意
見
t
z
J
提
出
一
コ
ノ
る
機
会
ヰ

k
r
y
J
j

る」
4

与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
同
定
は
、
時
境
責
正
指
令
r
y
A
ポ
凶
損
お
ふ
び
条
一
一
円
引
を

E
バ
法
化
ず
る
も
の
で
あ
る
口
二
、
二
、
ど
っ

日
対
係
人
の

一
般
的
な
ノ
仁
政
干
続
法
上
の
原
則
〆
｝
部
門
t
比
心
川
VJIに
ふ
れ
伏
せ
ら
れ
る
U

門

r
体

コ
い
て
は
本
法
に
想
定
は
ぼ
く

り
お
に
は
、
浄
化
指
向
に
よ
ッ
て
影
響
を
交
け
る
土
地
所
れ
者
hv一
台
め
、
環
境
保
害
に
よ
れ
向
」
一
心
権
利
主
た
は
法
的
に
保
設
さ
ー
れ
た
利

mv 

リ
計
士
伝
言
、
づ
、
れ
、
ま
た
は
浸
母
子
け
さ
れ
る

4
能
性
の
丸
山
毛
布
が
湾
係
人
に
当
た
る
と
辞
さ
れ
る
c

ま
に
、
会
加
2

砕
か
三
判
ず
る
団
体
は
、
海

ん
】
民
的
紋
位
法
に
基
づ
く
お
権
を
有
す
る
凶
仏
で
あ
る

（
本
店

〔

J
J本
v
h

、

条
二
的
、
）
込
部
l
段
以
〈
十

U
で
は
、
民
係
人
心
参

川

L
m
r
uめ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

（一一一タ木、

一
条
一
環
参
一
店
、
本
日
一
い
は
、
従
来
よ
り
も
参
加
読
む
を
強
化
す
る
も
の
で
み
る
と

ぃ、えマ
A
V
V

関
係
人
ね
よ
び
凶
体
に
対
し
て
は
、

必
ず
し
も
制
別
通
知
げ
戸
安
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
伝
い
代

凋
知
す
べ
き
人
的
範
囲
を
段
高
円
山

確
定
、
J

な
け
れ
ば
な
、
り
な
い
と
す
る
》
、

通
知
の
有
呈
に
関
す
る
子
続
的
政
征
を
め
ぐ
る
与
一
J

い

行
政
費
用
が
か
さ
っ
て

〕
め
る
午
こ
に
な
る
と
い
た
F

の
が
そ
の
坦
臼
で
あ
み
一
コ

↓42
l
h

、

ト
ヘ
法
け
、

ふ」
h

」

J
m
k

、

「
通
切
は
、

ふ
品
川
什
の
力
法
に
一
二
て
行
、
つ
こ
と
が
で
き
る

／
）
｛
疋
め

八
条
判
項

、
個
別
的
活
亦
以
外
の
よ
り
簡
易
仕
方
法
を
M
怖
い
い
り
ず
る
ぷ

Z
を
行
政
庁
に
認
の
て
い
る
ロ

μ注
方
法
や
吉
見

提
山
川
間
刑
判
刊
に
悶
ー
）

一
r
M
K｛
む
の
を
萱
か
な
か
つ
だ
の
は
、
応
境
相
A

自
の
荷
類
や
純
白
を
将
J

慮
し
て
泊
切
な
手
続
と
分
な
規
制
を

指
品
川
加
豆
、
体
的
に
設
’
必
し
、

川
淵
来
的
日
以
務
遂
行
が
で
き
る
よ
う
に

出
ー
の
セ
あ
る
と
さ
れ
て
い

L
か
L
、
d
伏
、
似
体
荘
ロ
ベ
叫
に
長
っ
く
承
認
刊
休
の
参
加
に
山
対
し
て
は
、

九
一
川
山
体
に
刻
γ
Y
G
館
別
浅
い
判
庁
式
が
ぶ
凶
刑
さ
れ
γ

J
る
。
ま
ゆ
人
、

通
常

u市
民
奉
加
に
町
、
1
て
も
、
他
の
海
荒
川
法
は
、
よ
り
詳
細
旨
規
記
を
青
レ
て
い
る
乙
例
え
ば
、
川
県
ん
ム
バ
rr

て
一
二
、
ン
オ
〆
防
止
法

l取人法学l日 （＇. ;r;; i6 [2iJCS.弓、



。
条
一
引
で
は
、

H
U仰
に
出
哉
、
）
、
か
っ
、
イ
ン
タ
ー
吋
七
ッ
ト
ま
た
は
地
「
ノ
ご
普
及
し

C
Lい
る

I
1新
聞
に

t
tり
計
了
バ
の
咋
s
一
同
内
谷
を

公
衣
ず
る
こ
〈
も
に
、
決
之
に
重
芳
、
性
J
f
有
す
る
誠

zh紡
古
を
う
月
間
縦
覧
に
供
す
べ
き
｝

て
い
，
Q
」
ん
で
の
丈

ぷフ

］罰

iii 
；土
U〕

規

悶
L作
人
＂主

へ
0〕

i平j
；減
、有

ス＇－

規
λ己

ーて

cf「
ふ
る
か
こ
う
か
に
つ
い
て
は
、

疑
問
が
不
手
、
れ
て

十
組
ム
町
に
先
山
川
さ
れ
た
h
E
ト
ノ
は

出
化
靖
国
国
を
決
定
す
る
際
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
ぼ
ら
な
い

八
条
川
叫
ん
日

丈）
U

二
一
り
川
忠
之
は

山
崎
々
の
市
中
川
内
に
1
4
じ
草
裂
な
手
け
帽
を
す
べ
主
勺
若
す
べ

迎
条
二
一
川
ハ
に
県
川
ノ
ノ
ム
汀
玖
庁
心
投
r
つ
を
三
一
（
体
化
l
た
も
の
で

ト
ノ
司
令
と
ヌ
ト
れ
J
L

い

ド
ぉ
、
意
見
提
山
山
む
対
象
手
取
は
、
浄
化
杓
同
の
種
規
に
限
定
さ
れ
た
い
v

日
似
害
の
党
中
ま
た
は
そ
心
眼
囚
が
下
わ
れ
て
い
る
場
九
、

こ
の
山
’
に
以
計
る
い
u
リ
ル
従
t
山
も
川
能
で
み
る
わ

行
政
げ
に
だ
「
る
作
為
請
求
権

行
政
決
定
へ
の
参
加
を
定
め
る
滋
ど
は
、

以
ザ
如
、
り
さ
ま
ぎ
ま
な
環
境
法
に
み
ら
れ
た
の
に
い
川
し
、

行
政
庁
に
判
ず
る
対
削
円
以
活
動
詰

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

w
ハ
ム
怖
は
慕
4
的
に
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
じ
そ
れ
氏
、
関
係
人
お
；
び
環
境
問
付
に
対
L
、
行
政
庁
に
一
刈
ず
る
作
為
請
求
怖
を
い
い
い
勾
J

〕
、
法
の
は
い
行
へ
の
川
氏
参
出
を
認
め
た
一
」
に
は
、
、
け
い
い
い
↓
べ
き
ム
ハ
’
で
あ
る
ζ

い

ヘJ
K
1占ーホ

ノ

L
4
1
2
U
1

所
管
行
政

す
ノ
人
川

h
U
J
m
，一

A、
泣；

14
は
、
戦
権i
で
、
ま
た
は
関
係
’
ヘ
ー
モ
L
く
は

一
条
尽
に
某
づ
い
て
法
的
紋
治
を
り
引
の
る
こ
乙
の
と
き
る
回
れ
が
こ
れ
を
申
請
し
、

か
っ
、
7

一
一
品
一
攻
円
と

L
て
出
配
向
さ
れ
た
主
実
が
環
展
開
相
古
川
の
m
u
p
牛
を
信
じ
さ
吃
る
に
足
る
ぬ
へ
一
口
に
、
本
件
に
墓
っ
く
浄
化
恋
務
中

υ山七

す
る
た
ぬ
の
？
川
民
全
行
う
」

ζ

定
め
と
い
る
。
、
」
心
規
定
は
、
同
州
境
責
任
指
令

条
一
刻
お
よ
び
一
二
羽
を
一
反
斤
法
化
ず
る
も
の
で
あ

る
ーも

J

l」
？
れ
も

サ
知
県
岩
ぃ
阜
の
対
象
は
治
化
計
青
に

て
お
り
、
危
険
む
よ
件
以
刈
止
措
置
に
つ
レ
て
は
、
L
Y
」
お
請
求
権
が
一
認
め
ら

（！メ人比主手、 SS'J 17' 17 (2C08, S] 



r日

れ
て
い
な
い

J
の
さ
、
成
法
在
仔
拘
令
一
一
条
は
、
危
険
の
天
然
防
止
措
宍
白
色
作
為
市
ょ
の
一
汁
ι
剛氏、
Y
1
げたた
l

え
で
、
構
成
同
に
一
村
し
、

未
然
防
止
や
い
笠
を
作
為
請
求
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
裁
量
を
認
め
て
い
る

ヘ
4
h
u

r

l

一

ド
イ
ツ
は

い
こ
作
為
一
清

J、
円問

求
の
対
象
。
T
限
り
に
し
た
J

れ
の
ご
あ
る
ハ
ノ
て
の
河
南
に
つ
い
て
、

坂
城
山
肌
宍
の
匂
伝
的
な
危
険
防
い
村
一
置
を
執
る
、
川
に
独

止
法
辺
自
は
、

止
の
床
民
参
加
手
続
の
五
胞
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
効
回
本
的
日
危
険
防
J

口
、
と
い
う
河
一
同
治
ら
ム
円
川
的

hv、
は
な
い
v
／
｝
ず
る
口
主
た
、

一
昨
信
行
政
庁
が
、
同
町
境
渋
谷
口
v

山
ー
道
的
危
険
を
証
明
す
る
市
民
一
り
構
成
ハ
止
の
情
報
に
北
つ
川
て
危
険
防
d
の
た
め
に
川

動
ず
る
い
一
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
云
し
と
も
直
べ
て
い
q

る〈

こ
の
胤
之
は
、

し
η
し、

例
え
ば
隷
従
消
印
法

つ
条
i
s
mは
、
人
慌
の
健
山
出

ι汁
ず
る

前
絞
り
出
な
危
険
が
い
山
知
一
1
て
ど
G
場
台
、
影
響
を
受
行
司
令
市
民
が
法
主
古
川
出
門
店
で
、
さ
る
よ
う
、
ー
法
治
な
く
山
浮
世
清
和
主
伝
i

ネ
一
リ
ベ
台
U
H

を
｛
心
め
て
い
Q

が

h

の
よ
う
に
急
を
裂
す
る
場
ん
で
も
治
情
公
関
心
前
に
関
係
人
の
詰
児
時
制
限
乞
義
品
川
ハ
刊
行
て
い
る
そ
心
た
め

お
わ
む
中
川
い
い
担
法
ン
λ
ご
J

ム
L

お
い
て
、
氾
法
性
心
待
伐
と
よ
1
1均
一
芯
加

f
続
の
山
土
ん
お
と
の
段
目
品
川
は
、

、
ょ
っ
と
、

12ρ

と
み
ル
ル
剖
d
J
U

」ふさー円
i
f
け
る
。

J
1
1
J
L
j
L
J
1
j
i
J
：
j
v
L
J
 

必
ず
し
も
軌
人
川
性
心
一
F

ぬ
る
仇
む
に

れ
為
請
求
権
を
有
す
る
関
係
人
心
説
阿
は
、
決
定
参
加
心
場
合
J

同
様
に
、

一
般
的
必
行
政

F
絞
z山、
U
原
則
2
部
門
出
の
規
定
三
工

り
決
せ
ら
れ
る
ご
作
為
訂
ぷ
は
、
常
い
行
政
じ
け
の
作
為
古
義
務
h
r

い
い
け
る
も
の
ご
は
な
く
、
忠
清
の
内
科
が
川
県
境
旧
制
宝
パ
の
党
仕
を
信
じ
さ

せ
る
に
足
る
場
合
九
の
み
、
行
政
ー
け
は
常
苦
手
、
は
る
必
更
け
つ
μ

じ
る
、
p

！↓

pfk－【ち之島メ
k
f
t
d手、

イ

y
l
f
j
y
J
1
1
t

恒
一
請
は
拒
併
さ
れ
る
つ
民
～
汁
8

千二同

ド
仁
政
手
続
法
に
廿
掃
や
つ
い
て
決
定
に
参
加
す
る
h

（
琉
坑
主
任
指
ハ
μ

一
一
条
二

mJ
文
参
一
昭
一
、
中
訂
人
生
、
山
手J

出1
J

て
市
明

ず
る
汽
刊
す
負
う

3 

法
的
放
出

r一
日
付
中
訴
訟

不
法
二
引
す
司
令
法
的
救
済
に
つ
い
て
は
、

一
条
九
J

｛
記
吟
つ
、
い
る
U

ま
す

引
で
は
木
法
に
反
つ
く
行
政
行
為
は
、
司
耐
を
不

［
、
か
ハ
、
江
的
放
は
同
の
教
不
が
は
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
は
い
一

2
し
て
、
死
山
川
付
記
と
教
不
義
務
が
規
J
心
さ
れ
て
い
司
る
し
次
に
、

l取人法学l日 （＇. !8; ；汚［2iJCS.弓、



山
古
川
団
体
訴
訟
の
導
ヘ
に
問
ず
る
規
ど
で
あ
り
、
「
球
一
」
千
法
的
攻
守
治
法
一
一
条
一
頃
に
基
づ
い
て
瓜
一
認
さ
れ
、
ま
1
7

一MM
t
p
h

認
さ
れ
た
も

の
と
み
な
手
れ
る
凶
件
に
悶
ヲ
ノ
て
は
、

A
l
rい
に
基
づ
く
所
管
行
政
午
の
決
P

町
一
万
作
為
に
対
ず
r引
法
的
救
済
に
つ
い
て

環
い
い
明
・
法
的
紋
人
同
法
二
命
令
力
持
凶
さ
れ
る

て
い
る
」
局
時J
川
体
N
H
K
パ
の
関
係
人
は

般
的
な
行
政
訴
訟
法
の
原
則
に
い
わ
仕
づ

、
' 

こ
と
と
な
る
。
川
刊
体
訴
訟
乏
等
入
は
、
同
州
境
古
ハ
咋
い
指
令

条
に
よ
り
表
花
川
円
ら
れ
J
J

も
の

条
お
ぷ
び

と
ゐ
旬
、
オ
ヌ
ス
条
約
を
考
返
し
て
寸
法
干
続
に
お
け
ゐ
川
県
境
庇
体
の
法
的
地
付
か
強
化
）
に
も
の

し
か
し
、
そ
の
民
件

村
明
I

刈
に
つ
司
「
L

は

設
境
・
法

rJ円
以
済
法
に
よ
る
、
」
と
か
1
r
d
止
さ
れ
L

い
る
の
み
で
本
法
に
許
制
な
規
む
し
は
山
内
か
れ
て
お
ら
す

呼出刊誌削

」
；
げ
法
政
策
上
、
さ
ま
ざ
ま
う
ほ
疑
義
が
お
さ
れ
て
レ
る
乙
引
こ
こ
で
、
庁
、
に
節
V
改
め
亡
、
長
夜
お
し
弘
法
に
基
っ
く
法
見
直
体
訴
訟
に

つ
い
f
L
P
A
珂じ
Q
f
と
と
L

7

る

四

環
境
銀
害
法
に
菜
づ
く
凶
体
訴
法

不
t
k

く
団
体
訴
訟
の
お
償

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

i
p
q
y
心
行
政
品
訟
で
は
、
某
本
的
ピ
一
U
己
の
捻
引
が
佼
宣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
訴
訟
公
刊
p
さ
れ
て
い
ゐ
そ
の
た
め
、
原
境
利

r

ド
J

乞

J
る
こ
t
h
λ

七
的
と

F
，Q
環
岐
川
体
訴
訟
目
、
そ
の
例
外

T
Aず
任
問
削
訴
訟
と
、
二
ー
λ
J
E
づ
け
ら
れ
、
特
別
町
法
律

比
日
似
J
F出
法
－
古
作
い
存
ず
る
坊
ム
じ
に
の
み
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
3
れ
て
き
ん
い
一
口
し
か
も
、
そ
川
J

的
存
は
、
原
則

vrJて
行
政
汁

の
決
定
（
作
品
一
を
令
う
も
の
に
閉
山
？
引
い
て
お
り
、

fm
作
為
を
争
う
法
的
手
段
は
、
ほ
と
ん
ど
ロ
め
り
れ
て
f
な
か
一
二
～
J

環
境
川
体

に
行
政
リ
に
付
す
る
作
為
請
求
読
を
認
め
る
規
定
は
は
点
、

環
脆
い
汁
干
に
守
し
て
は

り
刊
し
て
隙
一
約
や
惰
柿
提
供
を
一
2
0こ
と

L
か
亡
き
な
か
っ
に
の
で
あ
る
口
環
境
ψ

法
的
段
済
川
内
に
長
つ
い
て
連
邦
イ
ン
ミ
y
シ
オ
ン
防
止
法
口
え
れ

4AZ1
コE
r
o、と一、
1
v

寸
守
手
作
ノ
ロ
メ
1
1

レ
て
は
、
例
外
的
に
行
攻
寸
U
流
行
に
は
〆
ず
る
決
定
の
託
手
ケ
一
団
体
長
一
訟
で
争
う
こ
と
か
誌
必
ら
、
れ
る
よ
戸
つ
に
な
っ
心
。
か
（
万
台
店
ケ
法 目

（！メ人比主手、 SS'J 181 1(1 (2C08, cl 



r日

r
J
主
計
ナ
、

vm口
百
‘

2
1
r
L

同
法
の
制
定
ぃ
ょ
っ
℃
も
、
二
の
L

ム
ム
な
状
一
次
に
は
基
本
的
に
変
化
が
な
か
っ
に
r

そ
れ
故
、
行
政
け

久
市
↓
刑
ハ
一

に
対
寸
る
作
品
一
前
1
4
絡
を
山
い
う
L
、
ヌ
作
為
を
凶
訟
で
争
う
こ
と
を
認
め
た
環
境
問
判
官
什
法
の
胤
え
は
、
川
件
訴
訟
に
新
た
仕
類
型
を
付

J、
円問

け
出
え
る
も
の
γこ
い
え
る
c

生
っ
こ
ー
も
、
時
続
料
筈
に
係
る
団
体
説
訟
は
公
I
仏
！
の
義
務
に
閑
「
司
令
行
政
市
訟
で
あ
り
、
て
の
訴
訟
類
、

刑
γ
は
行
政
裁
判
所
法
の
定
め
る
こ
こ
λ
J
r
よ
る
n

「
斗
ハ
体
的
に
思
iJι

早
川
、
じ
れ
る
の
は
、
ヂ
！
分
な
hA容
の
行
政
行
為
に
刻
ム
o
J
Q
山
県
川
訴
一
訟
と

行
政
リ
円
十
九
れ
，
A
に
刻
rJ
司
令
説
務
付
け
訴
訟
で
あ
る
。

現
パ
呪
一
司
体
ハ
v
一
苓
加
と
辺
片
町
訴
訟
の
基
本
約
意
義
は
、
行
設
に
よ
る
法
作
執
行
ケ
コ

J
r
ロ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
行
玖
山
リ

ι専
門
的

活
仰
を
保
全
し
、
そ
の
執
行
を
J
3
1
し
て
、
世
主i
v羽
μ
伊
化
古
川
悦
准
一
ず
る
日
て
い
に
あ
る
c

ま
に
、
行
設
け
は
、

JA訟
、
出
火
活
さ
れ
れ
ば
、
よ

り
、
は
し
い
浄
化
如
間
が
要
求
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

2
で
必
L
て
、
杓
百
円
JM
叶
に
関
す
る
只
存
者
と
の
町
内
む
ー
父
渉
を
従
来
よ
り
も
有
利

に
治
、
め
る
一
」
Jパ刊
J

結
百
い
容
の
笠
J

デ
一
外
部
か
ら
川
川
崎
ず
る
役
切
や
（
果
P
J

減
税
団
体
主
人
山
む
市
え
の
参
加
は
、

訴
訟
の
可
首
位
♂
め
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加
憾
の
実
効
作
を
確
似
「
る
こ
と
が

つれ
C
い
る
υ

戸

F
A
N
祖
国
主
一
訟
に
法
つ
く
国
体
訴
訟
に
闘
し
て
い
μ
、
坂
筑
法
的
決
済
法
が
準
用
さ
れ
る
む
環
境
・
法
的
F

奴
岳
民
肉
体
、
さ
ま
ざ
ま
な

解
釈
卜
の
争
い
の
あ
る
法
律
さ
あ
る
が
、
日
三
一
で
は
環
境
問
宅
に
係
勺
訴
訟
に
特
有
の
問
胞
に
化
点
主
引
て
て
前
1

｝
る
こ
と
〉
す
る

2 

訴
訟
民
件

l 

Jill 
終
UJ 
朴

前
主
の
r
A
F
つ
に
、
本
法
に
長
づ
く
行
政

JF止
に
刻
L
て
巨
体
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
、
〕
が
で
き
る
の
は
、
山

m境
・
法
的
政
罰
法
て
条

羽
に
基
つ
い
て
求
必
さ
れ
、
ま
た
は
承
認
さ
れ
｝
～
も
り
こ
み
な
さ
れ
る
川
体
で
あ
る
。
刊
一

M
Cは
、
①
戸
川
L

款
に
長
づ
き
津
久
為
的
、
か
っ
、

件
絞
り
出
川
L
T
J
L
℃
法
境
保
誌
日
む
を
促
進
し
、
レ
る
こ
と
、
一

ω承
認
の
吋
点
で
少
な
く
と
も
ふ
一
年
行
什
続
し
、
か
っ
、
、
｝
正
期
限
内
仁

l取人法学l日 （＇. 20; 20 [2iJCS.弓、



小
山
の
寸
前
品
刊
を
行
っ
し
き
た
こ
と
、
小
川
W
従
世
の
げ
一
叫
助
の
tmい
類
お

o
び
〆
恥
凶
問
、
凶
作
の
構
成
以
の
範
川
内
並
び
に
活
助
能
力
に
鉱
み
て
、
凶
1

z叫
相
政
府
、
ず
れ
が
保
迂
さ
れ
て
い
る
こ
ヘ
年
Y
公
課
法

4
一
条
に
い
う
公
パ
リ
仙
川
右
近
A
4
1

ぶ
lyい
る
こ
ぐ
、

67斗
夜
団
体
の
門
的
Jf支
持

ず
る
茜
は
訟
で
も
、
完
ん
て
I
投
山
一
市
怪
の
あ
る
ム
百
円
同
一
こ
1

〆
て
人
公
川
能
で
ゐ
司
令
、
」
）
人
炉
、
承
認
安
件
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裟
件
を

光
一
T
u
同
咋
で
あ
れ
ば
、

「
ト
一
外
の
団
体
で
も
，
ぶ
認
や
受
け
る
こ
」
が
で
き
、

ま
打
、

山
品
川
白
然
保
一
昌
司
法
主
に
は
州
の
白
状
、
伝
議
渋
川
下
品

っ
く
↓
本
誌
い
体
は
、
同
時
に
照
時
・
法
的
政
済
法
心
忌
認
巨
体
と
も
み
な
さ
れ
る
n

な
お
、
未
承
認
の
い
体
で
お
っ
て
も
、
①
実
質
的

に
承
認
汐
一
件
を
定
た

L
、
品
店
不
誌
を
出
ー
議
中
で
は
忘
る
が
、

R
U
）
週
休
む
支
に
h
V
川
す
る
べ
き
で
な
い
担
出
で
忌
認
が
末
以
一
与
え
ら
れ
に
い

ヘ
う

h
v

と
き
は
、
）
市
一
政
右
民
河
川
起
す
る
ご
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

・
法
M
r
F
救
泊
法
二
条

で的引

t
凌
拭
W
1－
体
に
つ

w

て
は
、
基

本
的
に
茨
境
・
伝
的
救
訴
は
に
閉
山
す
る
議
論
が
を
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
と
主
力
、
ぇ
、
h
れ、

本
法
に
回
有
心
論
T
U
、
は
恕
｛
一
心
さ
れ
と
い
わ

日
一
い
的
紋
民
法
ぷ
木
一
政
に
よ
れ
ば
、
出
格
回
仏
は
、

l司
Jム

除
し
、
自
じ
の
柊
利
μ宿
主
口
を
十
L

張
す
る
必
吹
は
な
い
が
、

ψ
」
↓
間
決
定
ま
た
は
不
作
為
が
、
①
環
境
保
守
段
口
門
的
の
促
准
と
い

7
日
己
（
U
定
款
ト
の
任
務
領
域
に
闘
係
が
あ
る
こ
1
／
と

己
v）

個
人
の
作
利
ど
松
川
肉
付
け
、
決
定
二
重
裂
な
意
義
を
は
付
ふ
り
う
る
原
境
法
規
三
点
反
し
て
い
る
こ
と

一
セ
王

振
る

必弘l
ザn

あ
ヅ’。，

（！メ人比主手、 SS'l 2• 1 21 (2C08. S 
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こ
の
う
ち
必
の
占
i

に
つ
い
て
は
、
何
人
の
権
利
に
出
さ
な
い
環
境
山
間
半
一
一
の
防
？
忙
－
修
復
主
弘
毅
p

す
る
原
様
損
害
法
の
一
性
降
上
、
大
会
」

な
問
題
M
’
t
乙
る
が

」
の
ト
リ
一
イ
山
つ
い
て
は
い
ほ
述
ず
る
戸

主
ノ
伊
川
一
十
続
へ
の
p下
／
刷

琉
い
い
呪
・
作
的
紋
ザ
治
法
に
よ
れ
ば
、

凶
仲
村
】
川
川
休
が
統
一
め
す
る
た
め
に
は
、

訴
訟
で
合
、
お
う
し
一
す
る
’
打
政
決
定
刀
手
続
に
参
山
川
ず
る
株
利

が
ゐ
旬
、
ひ
っ
、
実
際
に
2
E
F
L
衣
川
引
を
し
た
炉
、
注
J
叫
に
意
十
ノ
表
明
心
機
会
か
刊
行
ノ
さ
れ
な
か
〆
，

E
」
こ
が
必
要
ζ

さ
れ
一
に
い
る

粂

汁

ぺ

n

二
の
規
定
ば
従
来
型

η
室
長
会
切
に
係
る
凶
体
訴
訟
を
前
誌
と

L
て
J

る
が
、

川
丸
境
被
害
法
に
基
ベ
ノ
，
、
参
加
－
d
t
ν
1

み
に
は
、
次
ゎ
ょ
う
は
色
村
般
か
あ
る
。



r日

約
一
仁
、
環
境
加
算
一
法
心
条
に
基
づ
く
作
為
請
求
に
問
L
E
ば
、
行
政
庁
は
、
そ
も
そ
も
環
境
川
体
の
訂
ぷ
に
岐
場
慣
主
の
党
牛

を
伝
じ
る
に
足
る
球
引
が
あ
る
こ
み
え
る
場
合
に
の
み
、
行
政

T
枕
法
に
い
て
ノ
行
政
子
続
を
開
始
す
る

（
行
手
I
仏

一

条

V
ん

Hotp

J、
円問

M
i
）
ロ
作
為
諸
ぷ
が
完
全
土
コ
は
部
分
的
に
犯
人
け
さ
れ
て
場
合
、
当
該
肉
体
は
、

作
為
一
点
岡
本
訴
訟
を
提

犯
行
処
分
の
ー
一
犯
人
〆
了
J

て、

起
す
る
、
｝
乙
が
で
き
る
n

こ
の
場
合
、
ろ
も
政
手
続
は
い
割
以
前
団
体
の
イ
ニ
シ
ア
一
ア
ィ
ブ
に
よ
っ
て
均
給
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
一λγ
〕

ご
J

ア
ァ
ィ
ブ
に
士
ノ
て
持
仏
即
さ
れ
る
行
政
子
絞
に
川
県
境
問
い
体
け
い
参
加
す
る
場
合
ζ

は
、
法
的
仕
組
九
が
だ
な
っ
て
い
る
ハ

ジヲ
／ 

仏軍

ι、
環
境
お
害
法
ヘ
条
引
叫
ん
岐
に
基
づ
い
て
適
格
現
体
口
行
設
の
決

λト
紡
に
会
加
す
る
場
介
の
法
均
仕
組
み
日
、

品
札
済
北
い
の
対
象
と
な
る
行
政
決
定
心
境
ん
円
（
久
本
一
点
多
町
山
）

と
数
似
し
て
レ
る
c

た
だ
し
、
環
境
・
法
JK救

Jm法
で
は
、
廿
端
本
品
作

dk

i
b
J
（
リ
操
来
中
日
公
共
事
業
に
関
す
る
行
認
可
心
足
土
Jが
争
わ
れ
る
の
に

fy，L
、
～
河
川
荷
担
引
い
み
は
で
は
、

行
政
け
が
決
定
し
た
措
置
山
口
谷
心

レう：
刀ミ

な
お
、
点
一
b
丸山京市山
J
K
八
条
町
い
よ
引
に

ιづ
き
耐
久
議
さ
れ
る
参
加
千

刊
間
半
口
（
心
有
川

程
度
等
に
つ
い
と
匂
ふ
ど
っ

U
K
けよ
7υ
抽
宍
、
れ
な
か
っ
に
結
合
に
は
、
治
的
凶
刊
は
、
伐
の
団
体
誠
一
子
の
場
合
と
同
様
に
、
多
加
子
絞
り
i
t
施
台
車
め

一
参
加

強
制
訴
ざ
と
提
起
す
る
、
一
と
が
で
き
し
ゐ
J
考
え
ら
れ
る
じ

仏
間
一
仁

区
長
的
な
危
険
が
迫
コ
て
い
る
場
ん
け
に
は
、
前
述
の
よ
ろ
に
、

川
原
境
相
宇
法
は
参
司
梓
を

h
J
f
l
7
f仏
、
i
h
i
a
、
｝
戸
、

－

l
l
i
t
－

7
 

認
め

E
い
ま
い
c

珠
境
・
法
的
以
決
法
が
参
加
権
の
有
ム
引
を
訴
訟
仰
天
件
γ
y
；
ν
し
い
る
こ
と
し
m；h
J

、
危
険
、
の
疋
然
防
v

七
倍
去
に
対

L
t
は、

日
体
訴
J

弘
主
一
口
め
つ
れ
な
い
こ
L

一ζ
な
る
の

第
刊
に
、
環
境
a

法
的
救
済
法

条
一
墳
に
－
o

れ
ば
、
団
体
が
参
↑
山
手
1
4

続
に
お
じ
に
意
門
川
十
点
関
心
機
会
を
右
ー
て
い
た
ぬ
台
に
は
、

211山
千
絞
に
お
い
て
主
張
し
ば
か
円
た
、
ま
止
は
主
張
一
G
J

る
こ
〆
て
？
で
き
止
に
認
め
ら
れ
る
異
議
を

i
張
し
て
、
法
的
政
箭
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
別
収
は
、
子
続
の
子
必
り
を
此
仰
ぎ
、
決
定
の
そ
，
ハ
4

者
中
不
忠
打
ら
か
ら
ザ
る
JJ
け
尽
に
設
け
ら
礼
三
J
u
p
t
き

れ
て
レ
司
令
し
し
古

L
、
こ
の
同
内
定
わ
ど
を
の
ま
ま
環
境
F
A
常
法
の
団
体
一
舟
訟
に
不
用
FJ
る
こ
と
に
汁
し
L
は、

い
く
つ
か
の
疑
問
が
十
T
n

tl：、
約

l取人法学l日 （＇. 22; 22 [2iJCS.弓、



れ
て
い
る
〉
怖
、
F

ば
、
工
技
に
tm
断
効
を
設
け
る
一
、
、
と
は
法
的
保
十
点
を
不
辿
切
に
狭
め
る
一
一
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
し
た
め
、
ネ
れ
自

体
に
批
判
が
強
ノ
＼

こ
れ
を
泊
尽
す
る
た
め
に
は
明
示
的
な
規
公
が
必
要
で
あ
る
ζ

い
う
こ
と
や
、
た
小
川
伐
の
よ
う
に
、
む
ロ
門
品
川
背
白
山
川
判
、

伝
注
方
法
主
寸
を
七
政
庁
の
決
五
一
に
委
ね
て
い
る
場
合
に
ま
で
山
広
断
効
を
山
市
一
ー
る
の
は
適
切
で
は
以
い
と
い
っ
h

一三日
γ
指
防
慨
さ
れ
て
い

る
。
そ
、
二
九
時
境
損
害
法
人
粂
川
項
が
ぬ
げ
化
計
指
の
決
定
に
際
L
て
泊
町
に
必
山
川
さ
れ
た
窓
口
ん
を
宅
一
応
「
｝
白
3

弐
絡
を
定
め
と
い
る
月

べ
き
己
uft礼
め
ん
一
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
一
け
訴
訟
千
統
に
つ
い

て
は
立
断
効
を
万
円
な
い
恕
回
日
と
併
す
べ
き
で
占
め
る
と
の
主
張
も
な
さ
、
れ
て
い
q

る〈

に
着
司
し
、
、
｝
の
規
定
は
行
政
丁
続
に
限
っ
て
川
内
え
を
池
山
同
ャ

υ 

干
の
恨
の
訴
訟
更
け

第
一
に
、
被
h
F
は
、
茂
境
一
照
正
口
む
に
果
、
っ
く
ム
叩
ヘ
ー
を
発
す
令
権
限
を
右
「
る
行
伐
庁
て
あ
い
ノ
（
日

hud、
及
判
所
一
法
七
八
条
づ
い
百
円
任
者

を
声
援
相
手
J
寸
ム
Q

訴
訟
は
提
ι
院
で
き
な
い
っ

刊
の
！
日
然
保
護
、

本
ま
す
寸
ー
は
l
採
り
〈
工
L
M
m

る
所
管
行
政
、
庁
J

品
川
被
告
決
格
を
有

通
常
、

恥〉令、一、

斗

q
Jク
佐
当
日
パ
U

メ
デ
ィ
ア
慎
制
約
九
』
集
中
斤
叫
d
M
J勺
わ
れ
る
均
台
に
は
、

個
別
伝
に
基
づ
き
中
」
l

改
計
叫
ナ
ウ
n

行
政
「
み
ず
被
告
と
な
る

ん
ば
、
内
部
イ
ン
ミ
y

シ
オ
ン
防
止
店

久
化
）
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出
訴
期
間
け
、
当
該
行
政
行
為
が
伝
達
さ
れ
た
リ
か
っ

ヶ
月
（
行
政
決
判
所
法
七
悶
太
子
一
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
公
表
さ

仏
間
仁
、ま子

J

ば山
y

一f
d団
体
に
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
場
企
に
は
、
知
る
こ
γ

と
が
と
き
た
は
か
ら
一
有
以
内
と
さ
れ
て
い
る

qし
μ
t
y

、

才
－
：

「
環
ん
で
法
的

政
泣
J
仏
二
条
凶
尽
）
。
ま
た
、

環
境
料
、
造
法
心
条
に
基
っ
く
作
為
請
求
に
対
L
、
所
包
行
政
庁
が
一
一

y
月
以
内
に
決
定
を
仁
ね
な
い

一小）

f
L
政
裁
判
所
法
J

い
4
条一
J

ぬ
ム
口
に
は

τ
バ
作
九
一
品
p
試
合
提
が
す
る
v

一
と
が
可
花
で
あ
る

は
原
則
乙
？
で
異
議
審
lt請
求
川
直
ム
丁
弐
均
一
弥
用
さ
れ
亡
お
り
、

N
川
上
八
二
エ
ナ
川
内
汁
ノ
材
九
五
b
f
主
、
バ
川
氏

4
i
l
t
q
E／
L
I
J
r
F
I
－
－
と
長

斗
耶
一
に

h
h
l
J
i

ソ

り
、
で
小
泉
一
岳
査
手
続
や
絞
る
こ
こ
が
U
K
求
さ
れ
る

行
政
裁
叫
一
説
法
八
八
条
」
。

例
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本
山
茶
話
件

r日

琉
抗
日
間
J

百
t
ム
お
よ
パ
J

川
開
反
・
法
的
段
泣
法
二
条
に
よ
れ
ば
、

応
境
川
川
体
刀
一
前
本
が
認
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、
。
胤
境
問
侃
宍
の
発
宇
お

J、
円問

よ
び
責
任
者
の
p
k
A
乙
の
同
県
関
係
の
存
在
、
必
主
任
者
に
。
る
義
務
の
不
版
行
、
必
）
出
削
管
じ
政
川
リ
が
環
境
損
害
法
八
条

刊
ハ
に
透
反

L
て
J

る
こ
い
＼
＠
所
管
行
政
川
け
、
渋
’
U
ま
f
ば
万
作
為
が
、
偏
人
心
権
利
一
を
禄
拠
付
け
、
決
定
に
市
民
な

63弐
を
日
刊
ろ
う
る
時
域
性
…

同
札
に
造
反
し
と
い
る
戸
、
と
、
⑦
行
政
庁
の
違
法
行
為
が
、

山町民町印有日円
j
的
心
促
氾
と
い
う
当
該
甘
い
咋
の
定
款

t
の
勺
ー
持
領
域
I

山
川
周
係
が

z
め
る
こ
L
L
げか
2

、
六
古
と
な
る
c

以

F
、
取
に
検
討
L
q
J

る
r

l 

唱
平
山
積
損
害
の
八
北
パ
川
と
同
米
関
係
の
一
t
r
v
I

現いい担刊間半口
mv
発
生
と
囚
呆
関
係
ピ
主
唱
す
る
ヒ
め
に
は
、
そ
の
以
刀
に
つ
い
て
、
高
皮
の
専
門
科
学
的
、
民
的
知
見
が
吹
い
本
大
れ
る

E
む
た
め
、
%
以
戦
前
，
な
構
成
円
以
か
ら
成
金
再
靖
国
件
に
と
っ
こ
は
、
お
い
ハ
ー
ト
ル
に
仕
る
J
伊
捕
手
れ
て
い

安
打
に
表
い
に
よ
る
義
務
の
断
怠

責
任
者
が
執
心
、
き
抗
出
に
は
、
環
境
責
任
旧
作
品
ー
の
椋
凶
山
門
て
後
数
の
選
出
仏
肢
が
認
め
ら
れ
て
い
る

（
一
一
祁
臼
然
以
北
法

日
f

明
、
水
色
刷
打
一
法
一
一

a
条

明
て
い
ぞ
れ
μ品
、
法
の
認
め
る
転
回
内
の
措
置
が
村
山
ら
れ
た
場
合
に
は
、
ネ
ー
れ
い
払
ヒ
の
指
定
を
ぷ
め
て

も
お
一
円
丸
一
ば
棄
却
さ
れ
る

以
ト
山
一
常
号
ケ
」
か
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
ム
円
に
は
、
迎
柊
団
体
は
訴
訟
で
こ

こ
れ
山
対
、
〕

れ
を
争
う
い
ご
が
で
き
る
c

例
え
ば
、
出
扶
お
よ
び
ヰ
一
猷
の
侵
宍
ぃ
伎
の
修
復
設
及
川
は
従
来
の
ド
イ
ツ
訟
に
生
存
け
い
十
忙
し
ん
一
が
、

J
J
Aヰ
デ

1
1
介
え
I

は
、
同
相
官
、
仰
の
状
設
へ
の
比
四
淀
川
小
白
殻
的
か
っ
即
時
に
達
戎
さ
れ
な
い
場
合
に
は
「
当
窓
の
耐
過
的
い
担
さ
に
つ
い
て
も
ぬ
絵
守
主
求

日

誌

～
付
属
当
J
H）
、
こ
の
よ
う
な
場
台
に
、
事
業
者
三
泊
区
が
必
波
注
水
却
を
先
に

L
て
い
る
か
ど
う
h
v
九
M
h
p
い
と
仕
れ
う
る
コ

ご
も

3
）

［つ一

4
L

3 

一川川
f
v
H
ろ
も
政
庁
の
違
法
な
行
局

－
山
公
一
］
行
政
庁
仁
は
、
－
川
山
間
命
令
か
ど
山
山
す
か
さ
か
に
つ
い
て
の
支
出
は
訟
吟
ら
、
れ
芯
い

と
の
よ
可
な
1
A

市
同
を
ん
叩
じ
る
か

ιつ
い
て

l取人法学l日 （＇. 2"; 24 [2iJCS.弓、
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の
決
一
芸
は
一
山
る
し
）
解
さ
れ
て
い
る
〉
前
、
止
の
よ

3
円
高
惇
的
な
権
限
を
右
寸
る
行
政

h
」
こ
っ
J
l
－

4
、
川
県
境
国
畑
中
の
存
否
や
匂
げ
の
z
t

交
わ
r
一
汀
断
す
る
f
と
は
存
円
討
と
は
な
い
う
え
、

J
－
証
言
ね
い
の
絞
印
税
り
に
も
設
け

い
な
い

P
で
、
環
域
間
科
が
義
務
uuu
汁
訴
訟
等

に
お
い
て
裁
円
以
権
の
行
使
の
、
得
出
を
争
う
の
は
存
拐
で
は
白
い
乙
推
測
3
れ
る
。
そ
ご
と
、
学
μ
況
で
は
、
以
境
損
害
法

f
〉
条
に
い
わ
仕
づ

ノ
＼
作
為
請
求
に
辺
L
て
は
、
照
説
団
体
は
環
境
以
寄
り
先
手
を
j
u
じ
る
に
足
る
宇
u
t
を
柴
山
ー
す
れ
ば
良
い
と
さ
れ
て
ジ
？
一
三
ι

右
司

し
、
訴
訟
に
お
い
て
も
、
」
の
丁
続
法
！
の
絞
利
規
定
！
な
高
品
川
射
し
、

y
d責
任
壮
一
税
和
ず
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
立
さ
れ
亡
い

1 

間
へ
の
ほ
惜
引
を
恨
拠
什
れ
る
海
44γ

法
規
注
反

環
白
一
法
的
絞
的
法
の
市
川

ι践
し
、
も
J

と
も
疑
問
秘
さ
れ
ど
レ
る
む
は
、
法
格
正
体
り
日
目
て
き
る
乍
却
（
宮
、
包
人
三
権
利
を

相
似
州
知
山
刊
行
る
環
境
出
現
涜
反
に
限
定
寸
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い

へ
日
は
、
蕊
指
」
伝
説
泣
反
に
討
し

オ

1
フ
ス
条
約
お
よ
ひ
h
h
に
関
連
す
る
E
じ
指

叫
一

包
伝
的
な
吋
訟
コ
シ
ヘ
口

l
ル
の
り
能
性
を
員
一
人
す
る
と
と
を
安
講
じ
日
い
る
ン
恒
石
山
羽
山
礼
法
は
広
川
町

な
刑
訴
に
か
か
わ
り
、
必
ず
し
も
桐
人
が
迫
求
「
る
こ
と
り
て
き
た
い
刊
p

此
も
ん
F
む
か
つ
、

に
3
t
p
Jナ
る
機
会

mNJVJ～
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
応
境
賞
仔
但

dp川
文

一
円
心
。
が
m
A
μ
心
効
果
的
公
ア
、
ぬ
H
U
W

こ
の
冊
M
J
4

刊
を
不
十
7
0
（
り
と
キ
え
ら
れ
る
し

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

ド
イ
y
の
r九
日
続
的
な
保
譲
規
〆
札
一
札
に
、
ふ
れ
ば
、

般
的
作
品
球
出
担
保
護
山
規
定
は
個
人
の
権
利
JE絞
拠
川
町
げ
る
胤
｛
止
に
は
引
た

〕
？
？
三

一
、
I
L
j

ら
ず
、
調
格
川
体
は
、
そ
の
違
反
を
、

hu
，L
と
と
な
ノ
て

ま
た
、
県
法
相
官
法
は
、
私
法
上
の
担
古
川
賠
治
を
ほ
象

／）
L
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
か
h
、
環
境
・
法
的
救
済
川
市
山
の

t
張
制
限
を
で
の
ま
ま
川
町
境
鎖
市
行
法
！
の
川
件
訴
訟
に
斗
て
は
め
る
べ

c ft. 
J’ te 
J語系
γJ画
。守百

J斗
~ 

キ
：土

n 

多
く

J~i、
iii 
t以
仁c・

事
案

45 

川
体
訴
訟
の
民
起
が
で
き
な
い
い
一
y
し
と
な
れ
、

E
U法
心
事
一
－
一
間

そ
こ
で
、
本
法
令
｝
川
町
域
主
任
桁
令
に
泊
台
的
に
解
釈
す
る
た
め
に
は
、
必
従
来
刀
法
的
列
栄
慨
念
を
拡
張
L
、
川
県
境
川
忠
定
fJ

－
本
社
る
乳
、
山
吉
也
州
議
団
体
心
情
布

法
ド
配
紋
守
口
法
心
、
県
制
限
を
刊
別
ず
る
こ
と
は
海

解

る

（！メ人比主手、 cs'1 '"' 2に c2C08.S ] 



r日

民
間
市
γ
一
法
ー
の
凶
件
訴
訟
の
性
質
に
反
す
る
と
、
J

て
、
一
一
引
い
乞
前
川
し
な
い
ζ

「
る
こ
と
が
必
支
で
あ
る
と
十
？
山
政
さ
れ
て
い
る
r

一、0 

川
体
幻
任
お
節
減
と
の
関
連
性

J、
円問

泊
ぷ
口
田
川
体
が
、
税
境
保
護
一
般
を
は
的
ぐ
す
る
の
で
は
往
く
、
特
定
分
野
に
限
定
し
ん
｝
活
動
を

f
勺
て
い
る
場
合
に
は
、
同
体
の
任

務
領
域
ぐ
り
冴
述
作
が
な
い
う
／
「
）
に
、
請
求
が
棄
却
さ
れ
る
川
詑
性
が
占
め
る
ハ
例
え
ば
、

際
平
捕
物
。
仮
設
治
討
一
を
む
っ
て
い
る
い
体

が、
F

雨
水
旬
、
に
諸
「
る
様
境
ロ
丹
宇
け
を
争
う
、
｝
乙
は
で
き
な
い
？
兵
ソ
え
ら
れ
る
。

五

お
わ
り
に

以
｝
の
よ
う
に
、
減
税
同
校
宍
法
は
、
心
中
物
穐
と
そ
の
牛
息
地
、
本
お
よ
び
L

採
に
限
っ
て
で
は
あ
る
か
、
域
銭
円
日
蛇
ん
た
に
拐
す
る
主

業
者
の
何
軒
的
な
υ
六
hyfd

へ
長
官
い
む
ま
然
防
止
拡
人
防
は
か
化
義
仲
間
）

、必）山抗日は
y
pへ
と
高
品
川
川
川
わ
れ
に
討
し

行

5
1
一l
J
Vへf
丁
ご

いノ
f
l
J
f
E
j
h

対
「
る
μ
日
為
請
求
権
を
付
与
し
、
川
市
ノ
叶
包
行
政
！
？
の
作
為
・
不
作
為
、
中
争
う
た
め
の
団
体
プ
品
訟
を
界
人
し
た
出
に
お
い
て
、
け
は
「
ベ

さ
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
従
来
の
環
境
保
誕
の
除
問
を
理
め
、
執
行
心
欠
法
の
改
芦
に
つ
！
ょ
が
る
こ

2
が
期
待
さ
れ
と
い
る
「
V

と
く
山
、

作
弘
正
市
？
ぷ
棒
L
Y

凶
件
訴
訟
の
中
一
↓
人
は
、

の
関
連
法
規
一
環
境
情
報
お
九
、
十
円
民
参
亦
将
行
手
、
に
み
、
コ
れ
る
よ
三
l

ア
ー
ャ
ブ
ス

に
、
環
岐
川
体
会
合

b
？
川
氏
の
行
政
司
法
萎
加
に
よ
り
、
法
山
一
決
行
γ
と
、
昨
り
古
川
い
水
怖
の
原
境
保
存
院
を
石
市
“
γ
H
c
h
っ
と
す
る
E
い
環

の
山
花
に
九
日
う
も
の
だ
あ
る
J

ー
も
っ
と
も
、
深
場
損
害
町
一
J

台
’
川
市
乙
そ
の
内
科
、
－
A
果
関
係
の
討
問
、
事
業
者
の
十
十
一
1d仰
の
締
出
の
決
心
は
、
行
政
庁
に
と
っ
て
も
必
ず

し
も
容
易
で
は
は
h

ご
乙
が
子
相
む
さ
れ
、
本
法
が
有
効
に
松
p
屯
ず
る
か
〆
」
う
か
は
、
今
後
の
巡
引
に
か
ひ
コ
て
h

る
n

一
必

改
正
を
余
儀
な
く
さ
孔
る
と
乃
子
制
も
あ
る
。

ポ
晩
、
た
小
川
氏
は

ρ
ず
れ
｛
円
九
九
一
」
よ
、
ム
ス
例
を
門
出
入
手
ね
、
そ
の
経
験
を
宍
合
化

γ
る
こ
と
が
重
佼
乙
な
ろ

つ

l取人法学l日 （＇. 26; 26 [2iJCS.弓、



一一、ノい九、中点、

に
し

j
l
t

E
U械
成
田
に
共
通
の
課
川
西
で
あ
る
、
と
考
子
り
れ
る
が
、

ド
イ

r
に
同
告
の
問
題
乙
、
以
て
、
十
川
民
芸
況
や
団
体
訴
訟
を

ど
の
よ
う
に
や
守
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
E
引
刷
出
法
の
リ
作
渦
日
牲
に
お
い
て
、
市
民
参
加
t
川

件
訴
訟
の
出
尽
を
で
き
る
限
り
限
ん
ほ
し
て
つ
／
一
一
一
る
土
娠
を
じ
っ
て
お
打
、
点
zv
し
た
E
U法
に
つ
い
て
も
、
そ
の
段
低
蒸
準
？
？
売
れ
J

一

ア
」
ば
よ
い
こ
す
る
止
場
を
貫
J
ζ

い
る
U

こ
の
印
p

山
は
、

山
町
検
・
法
的
政
済
小
山
に
つ
い
て
も
顕
梓
に
が
め
ら
れ
、
そ
も
そ
も
司
法
が
五

U
法
の
茶
準
を
だ
ー

γ
一αノ
も
の
と
あ
る
か
ど
う
か
が
予
わ
れ
て
い
る
川
本
氏
に
お
い
て
も
、
バ
ゅ
の
そ
勢
は
、
一
切
作
為
請
求
権
日
純
一
円
J
Vと

侃
山
化
措
但
に
m
f
ど
し
た
こ
と
、
一
刊
が
わ
小
止
門
店
絡
む
認
却
に
つ
レ
て
伝
統
的
な
押
抗
議
規
範
一
討
を
給
付
し
人
工
つ
え
で
、
最
低
旧
引
の
ヨ
ル
仲
封
一
P
V
F

注
入
し
よ
う
う
L

し
た
と
み
ら
れ
る
一
三
等
に
顕
者
に
表
れ
て
い
る
り
上
下
辻
に
片
時
っ
く
直
体
訴
」
誌
の
川
岩
井
山
の
厳
し
さ
と
A

品
川
訟
に
伴
う
対
段

的
な
臼
1
r
f
に
治
み
る
と
、
多
く
の
凶
俸
は

み一測
は
的
を
引
に

d
u
c
t：r
め
ろ
う

主
し
当
た
句
作
為
請
求
権
乞
活
用
す
る
に
と
と
ま
り

川
杯
一
副
訟
の
急
増
は
と
い
と
mv
チ

」

" 

は
、
企
業
立
地
！
の
経
民
的
な
競
争
条
M
U
て
有
利
ぷ
l
i
場
を
ほ
似
し
工
う
と
す
る
政
治
的
な
事
情
、
り
ほ
か
、
原

境
誌
に
お
け
る
市
夫
ふ
加
千
団
体
訴
訟
の
－
拡
大
が
、

山
恥
境
分
可
に
J

ど
ま
ら
ず
、

ノ
ム
絞
的
2
v
f
ツ
の
行
政
訴
訟
制
皮
の
根
幹
に
変
革

ドfゾG）環境相害：そとド売中i-H','

ユ
ザ
」
促
す
よ
の
L
Y

は
り
か
ね
な
い
と
の
お
担
い
い
巾
L
心
る
も
の
と
考
え
ら
れ
勺
し
他
の
E
U地
成
田
と
比
較
、
以
て
、

ド
f
y
は
行
政
訴
訟
の
原

z
口
迫
絡
を
扶
く
解
J

て
い
る
が
、
入

JT狭
め
て
い
る
反
却
、

レ
ペ
た
ん
ぺ
叶
法
苓
ぷ
の
v

一
仮
に
一
璃
れ
や
は
、
法
歪
行
為
ア
4

一
気
め
、
厳
格
な

司
法
統
制
す
ノ
「
っ
て
き
た
の
ご
あ
り
、
合
一
体
／
了
て
み

ド
イ
ツ
の
叶
I
い
草
食
は
他
日
に
劣
る
ふ
の
仁
は
な
い

ι
い
う
白
貨
が
判

え
る
J

こ
れ
に
竹
山
え
、
基
本
怪
こ
そ
れ
川
M
M
－
ー
の
利
益
を
厳
密
に
区
別
1

J

て
き
た
け
は
林
系
に
お
い
て
、
ぃ
－
M
i
小
九
一
に
明
示
さ
れ
に
い
な
い
垢

治吋刊吋人
M

の旧作－
A
に
つ
い
ザ
i

、、

一
明
リ
山
い
寸
法
ア
ク
セ
ス
ー
ゼ
認
め
る
こ
と

、
｝
乙
は
円
台
易
に
刈
解
で
き
る
。

ド
fJf
の
よ
う
に
法
的
利
P

廿
ま
f

ば
川
県
坊
分
野

ア
ク
セ
ス
ム
ケ
限
定
1
4
G
与
え
々
は
、

U
A

一
際
的
に
み
て
も
、
池

η
E

L
か
L
、

じ
構
成
一
向
と
比
三
、
も

ー
も
は
や
、
i
J胤
と
片
山
レ
、
丸
一
ぱ
レ
c

団
体
訴
訟
は
？
で
に

CP汁
以

京
U
f

十六絵

〆

コ

〉

7
1
よh
M
t

、、

j

f

！ノ
r

一
。
、
一
一
J
λ
J

i
／
：
ド
ド
；
し

F
t
d、
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r日

7

つ
あ
わ
、
選
法
行
為
の
予
防
健
前
乞
は
じ
め
、
そ
の
有
効
性
に
対
「
勺
評
価
は
探
固
た
る
も
の
一
p

な
ハ
て
い
ゐ
ま
に
、
行
政
の
あ
ら

ゆ
る
法
法
’
h
Aに
討
す
ノ
る
司
法
審
起
を
j

一
保
す
る
ャ
一
J
は
決
治
主
義
心
弘
一
請
で
あ
り

山
川
誌
を
利
尽
」
；
る
利
益
と
胤
境
作
r
一
仏
議
す
る
利

J、
円問

F

九
一
の
け
円
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
守
る
た
め
に
も
、
団
体
訴
訟
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
が
必
設
と
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
政
耐
の
環
境

存
巧
家
委
員
会
斗
バ
ケ
士
り
布
力
い
二
丁
一
旅
さ
れ
て

ρ
る。

E
U
で
は
、
環
弱
、
泊
究
者
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
い
体

訴
訟
の
日
用
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
日
っ
て
お
り
、
近
可
、

一
九
〕
（
い
）
年
代
心
川
市
入
町
一
一
を
村
山
併
さ
せ
る
一
d

う
な
1JH一
誌
が
守
燃
｝
て
く
い
る
の

は
、
引
体
封
一
町
叫
が
ヲ
て
れ
だ
口
取
的
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
で
為
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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